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A恥str＆ct：　Organic　carbon，total　sulfur，biogenic　silica　and　seven　heavy　metals　were　analyzed

for　argillaceous　sediment　cores　collected　from　the　eastem　Japan　Sea．Most　of　the　sediments

consist　of　alternating　beds　of　light　colored　clay　Iayers　and　dark　layers．The（iark　layers　are

considered　to　be　formed　under　anoxic　bottom　conditions，so　that　organic　carbon　and／or　totaI

sulfur　contents　of　the　dark　layers　are　clearly　higher　than　those　of　surrounding　light　colored

layers．The　content　of　biogenic　silica　is　a　useful　in（licator　for　estimation　of　the　surface　water

productivity　in　the　past，but　the　amount　of　organic　carbon　is　unsuitable　because　the　organic

material　is　decomposed　easily　in　the　strongly　oxidized　conditions．The　enrichment　of　heavy

metals　such　as　Mn，Fe，Cu，Pb，Zn　and　Ni　in　the　upper　oxidized　layers　of　the　core　samples　is

mainly　due　to　upwar（i　migration　of　dissolved　metals　from　the　deeper　sediment　layers　during

early　diagenesis．The　different　vertical　profiles　of　each　element　in　the　core　samples　are

presumably　formed（luring　the　processes　of　fixation　and　diffusion　of　metal　oxi（ies　and／or　hyd－

roxides　in　the　oxidized－reduced　sediment　interfaces．Ultramafic　rocks　in　the　catchment　area　of

the　Hime　River　and　mafic　rocks　of　the　Oshima－Ohshima　islan（i　are　the　malor　sources　of　Ni　and

Cr　in　the　sediments　of　northeastern　margin　of　the　Japan　Sea．The　effects　of　Oyashio　Current，

which　is　thought　to　have　been　an　inflow　to　the　Japan　Sea（luring　the　period　of　l5to　lO　ka

before　present，were　ev＆1uate（i　using　the　accumulation　behavior　of　Ni　in　the　sediment　cores．

要　　旨

　日本海東部から採取された堆積物柱状試料中の有機炭

素（Org　C），全硫黄（T．S），生物源シリカ，重金属等

を分析し，各種元素の地球化学的挙動と堆積環境との関

係を研究した．日本海の堆積物に特徴的に認められる暗

色層のほとんどは，還元的な堆積環境下で形成されたと

考えられた．強い還元環境下の堆積物はOrg．CとT．Sに

富み，弱い場合はOrg．Cのみが高濃度を示す．日本海に

おける過去の生物生産量は，生物源シリカ量から見積も

るのが適当であり，Org．Cは続成過程で分解・除去され

る．続成作用に伴う重金属の移動・濃集に関しては，酸

化層の形成が重要を影響を与えており，酸化層が薄い場

合は多くの重金属がその酸化層で高濃度を示すが，酸化

層が厚い場合は酸化層の中位よりも下部に濃縮する元素

（Fe，Mn，Cu，Zn，Ni）と上部で高濃度を示す元素

　＊地殻化学部（Geochemistry　Department，GSJ）
　＊＊海洋地質部（Marine　Geology　Department，GSJ）
＊＊＊愛媛大学理学部（Faculty　of　Science，Ehime　Univer－

　sity，Bunkyo－cho2－5，Matsuyama790，Japan）
＊＊＊＊北海道支所（Hokkaido　Branch，GSJ）

（Pb）がある．そして酸化層の移動・消滅に伴う金属

元素の酸化物あるいは水酸化物の挙動の相違が柱状試料

における元素濃度の鉛直変化として観測されると解釈さ

れた．最終氷期最寒期以降の日本海には親潮が流入して

いた時代があったと言われており，柱状試料中のNiの

鉛直分布からその影響を検討した．一部にその影響と見

られる濃度変化が検出されたが，海流方向が現在とは全

く逆になるほどの影響はなかったと考えられた．

1．はじめに

　日本海は周囲を水深約130m以下の浅い海峡で囲まれ

た海域であり，氷期と間氷期が繰り返された第四紀後期

には主として気候変化に起因する汎世界的な海水準変動

の影響を受けて堆積環境が劇的に変化し，その変化は堆

積物の岩相や元素濃度，同位体比等の変化として記録さ

れていることが知られている（例えば大場ほか，1980；

大場・赤坂，1990；Obaα畝，1991；Tada6‘αZ．』lgg2；

IkeharaααZ．，1994；大場ほか，1995；中嶋ほか，1996

Keywords：Marine　sediment，vertical　element　distribu－
tion，geochemical　behavior，eastem　Japan　Sea
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；池原ほか，1996a；奥村ほか，1996）．日本海の泥質堆

積物に特徴的に認められる岩相変化は，明色と暗色の堆

積層が周期的に繰り返されることであり，最近の研究結

果（中嶋ほか，1996）によれば，約ll万年前のToya火

山灰の層準までに18の暗色層の存在が明らかになった．

しかし，これら暗色層の成因については上位の二つを除

いてほとんど研究されておらず，暗色層における重金属

の挙動や生物生産量との関係は不明である．また，大場

ほか（1995），奥村ほか（1996）によれば，最終氷期最

寒期以降には日本海へ親潮が流入していた時代があった

が，この影響を重金属の鉛直分布から評価する研究はな

されていない．

　本研究では，日本海北東部から得られた7本の堆積物

柱状試料について有機炭素（OrgC），全硫黄（T．S），生

物源シリカ，各種重金属等の分析を行い，各暗色層にお

ける元素の分布特性，続成作用に伴う移動・濃集等の影

響を解明するとともに，過去の生物生産量，元素濃度変

化と堆積環境等について研究した結果をまとめたもので

ある．

　分析試料は，工業技術院特別研究「日本海中部東縁部

大陸棚周辺海域の海洋地質学的研究」及び「北海道西方

海域の環境変動に関する総合的研究」の一環として地質

調査船白嶺丸によって採取されたものである．試料の採

取，船上データの取得等においては上記研究グループの

各位をはじめ白嶺丸航海関係者に多大な協力を頂いた．

厚く御礼申し上げる．また，本研究の費用の一部は国立

機関公害防止等試験研究「汚染土壌における有害物質の

計測・評価手法の高度化に関する研究」によった．

2．試料及び分析方法

　2．1試料

　分析した柱状試料の採取位置と水深，コアの長さ等を

第1表に示した．試料採取地点番号（以下St．Noで表

示〉1208と1212は日本海盆北部，Stl217は津軽海峡西

方の松前海台，Sし25，26，32，731は佐渡島の北方海域

で採取された（第1図）．本研究では，従来と同様に暗

色を帯びた色により上下の層準から識別出来る地層を暗

色層（Dark　layer；Tadaα砿1992；中嶋ほか，

1996）と呼び，上位から順にDl，D2…と表示すること

にした．このDl，D2は，Ikeharaゆ砿（1994）におけ

るTLl，TL2に相当する．各試料におけるDl，D2の深

度は第1表に示したが，一部に境界の不明瞭なものがあ

り，今後変更される可能性がある．また，D3～Dl3はま

だ同定されておらず，Dl4～Dl6はSt．1208，1212，26の

みで認められた．各柱状試料の詳細は中嶋ほか（1990），

池原ほか（1996b），池原・片山（1997）で報告したが，

本研究の結果を加えてまとめると以下の通りである．

　SU208は，全長671cmであり，火山灰層や暗色層の状

況からみて最下部の年代は約17万年前と考えられる．表

層部約40cmの酸化層を除けば灰色系の粘土層を主体と
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第1図　試料採取地点

Fig。l　Sa搬pling　stations　for　seven　se（liment　cores．

第1表　柱状試料の採取位置とその概要

Table　l　Location　of　stu（1ie（i　core　samples．

Station　　Latitude　　　Longitude

　No．

Water
depth（皿）

　Core　　　　　　　　　Dark　l　ayer

length（c皿）　　D1（c皿）　　　　D2（c皿）

1208

1212

1217
25

26

32

731

43－46．00

44－09．99

41－41．91

39－50．37

39－24．93

38－58．93

39－14．05

138－50．00

138－50．20

139－05．00

138－20．00

137－40．12

139－15．12

138－13．40

3435

3353
1785

2629

2564

637
1776

671

570

337

487
481

290

435

52－59

106－110

137－142

75－79

106－110

92－95

90－133

156－219

156－220

171－225

119－146

180－280

134－200
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・日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

し，暗色層と薄い緑色層とが挟在する．暗色層のうち

Dl4は深度292～295．5cm，Dl5は310～314．5cm，Dl6は

323～350cmに存在し，D！6直下の火山灰層がAso－4であ

る（3．1参照）．

　Stl212では，酸化層（約45cm）の下にオリーブ系色

調の粘土層があり，その下位に厚い暗色層，その下に薄

い暗色と明色の粘土の互層が続いている．この試料にお

けるDl層は，岩相上では識別困難であったが，深度80

～96cmに有機炭素に富む（2％以上）層準がある．

Dl4は深度421～428cmに，Dl5は442～448cm，Dl6は

460～498cmにあり，また511cmにある火山灰がAso－4

である．本試料の深度270～420cmには小礫が挟在する

が，産状からみて海氷起源と推定される（池原・片山，

1997）．

　St，1217は，渡島大島の北西約30kmの松前海台の北側

斜面から採取された．表層の薄い酸化層（約5cm）の

下に厚い火山灰が挟在し，その下にオリーブ系色調の粘

土質堆積物が続く．本試料ではD2層の基底をどこにす

るかの判断がむずかしかったが，Org　C，T．Sの濃度が

急激に低下する220cmを仮の基底とした．

　St25，26は佐渡島北方の水深2600m程度の大和海盆で

採取された．St．25の最下位付近には暗色層Dll（約5．2

万年前）があり，St．26の最下位には洞爺テフラ（約lO．7

万年前；中嶋ほか，1996）が挟在する．これらの試料で

は，上位から下位へ，主に灰色～オリーブ灰色の粘土か

ら成る部分，有孔虫殻を多く含む葉理の発達した粘土部

分，葉理は余り発達せず明暗色の濃淡を繰り返す粘土部

分と変化する傾向がある．

　St，32は佐渡島の北東約100kmの最上トラフ中部の水

深637m地点で採取された．本試料の上部は生物擾乱の

著しい均質な泥質堆積物であり，深度100cm以深に葉理

の発達した部分が挟在する．本試料の採取地点と同程度

の水深を有する周辺海域から採取された試料の多くには

葉理の発達した部分は認められず，本試料を採取した地

点の堆積速度は周辺よりも遅い（中嶋ほか，1996）．

　St，731は，佐渡島の北方約100kmの大和海盆に近い佐

渡海嶺の斜面上で採取された，本試料の岩相は，

St．25，26に類似しており上位から灰色～オリーブ灰色

の粘土，有孔虫殻を含む葉理の発達した粘土，葉理は余

り発達せず暗明色の濃淡を繰り返す粘土層から成る．

　2．2　試料処理と分析方法

　Stl208，1212，1217については上位から2cm幅に分

割し，その他では2～10cm毎に2cm幅の試料を分取し

て約80℃で乾燥し，めのう粉砕器で100メッシュ以下に

粉砕して分析試料とした．

　重金属類（Fe，Mn，Cu，Pb，Zn，Ni，Cr）の分析で

は，試料0．2gを白金皿に採り，過塩素酸2m1，硝酸3

ml，フッ化水素酸6mlを加えて加熱分解し，蒸発乾固

した．塩酸（1＋1）1m1と水約2mlを加えて加温溶

解した後，水で希釈して正しく10m1として試料溶液と

した．いずれの元素も空気一アセチレンフレームを用い

る原子吸光法で定量した．

　Org．C及びT．Sの定量では，試料50mgをセラミック

ルッボにはかり採り，助燃剤として鉄粉，タングステ

ン，スズを添加し，以下高周波燃焼一赤外吸収法
（TerashimaααZ．，1983）により全炭素とT．Sを定量し

た．そして，重金属分析の前処理で試料に酸を加えた際

に炭酸ガスの発生が認められた試料については別に炭酸

塩炭素を定量（Terashima6厩ム，1983）し1全炭素から

差し引いてOrgC量を算出し，炭酸ガスの発生が認めら

れなかった試料については全炭素をOrg．Cとして表示し
た．

　生物源シリカは南ほか（1995）の方法を改良した方法

で定量した．すなわち，試料50mgをポリエチレン製の

遠沈管に採り，5％炭酸ナトリウム溶液50m1を加え，

沸騰水浴中で2時問加温して可溶性シリカを溶解した．

冷却した後水で希釈してIOOm1として混合し，その約

10m1を分取して遠心分離を行った後上澄み液中のけい

素とアルミニウムを亜酸化窒素一アセチレンフレームを

用いる原子吸光法で定量した．この溶解操作では，生物

源シリカのほか粘土鉱物等の一部が溶解するためアルミ

ニウムを定量して粘土鉱物等に由来するけい素の寄与を

補正する必要があり，次式によって生物源シリカ量を算

出した．

　生物源シリカ（SiO、）

　　ニSiO、（溶出量）一2．5xAI20，（溶出量〉

3．結果と考察

　全試料についての分析値を付表A－1～A－7に，この分

析値をもとに各試料における元素濃度の鉛直分布図を作

成して第2～10図に示した．以下各元素別に鉛直変化の

特徴と地球化学的挙動及び堆積環境との関係を検討す
る．

　3．10rg、C及びT．S

　第2図は，日本海盆北部で採取したStl208における

Org．C，T．S等の鉛直変化を示したものである．本試料

の深度357～358cmにある火山灰をAso－4としたが，そ

の根拠はこの火山灰の上位にある三つの暗色層Dl4，

Dl5，Dl6におけるOrg．Cの鉛直変化が，既に火山灰の

同定がなされているSt26のDl4～16のそれ（第6図）

に極めて類似していることによる．すなわち，いずれの

試料においても三つの暗色層のうち最もOrg。Cに富むの

は中央のDl5であり，Dl6ではいずれも上位から下位に

向かって濃度が増加する傾向がある．これらの傾向は，

St．1212のOrgCでも認められており（第4図），暗色層
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日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）
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一205一



地質調査所月報（1998年第49巻第5号）

Dl4～16は，日本海の堆積物に年代目盛りを入れる上で

重要と考えられる．Stl208の深度527～558cm及び585～

614cmには厚い暗色層が認められる（第2図）．これら

の暗色層におけるOrg．CとT．Sの鉛直分布は最終氷期最

寒期に形成されたとされているD2層のそれと極めて良

く一致している．Aso－4火山灰の降下年代を8．9万年前

（松本ほか，1991）とし，それ以前と以降の堆積速度を

一定と仮定してSU208の深度527cm以深にある二つの

厚い暗色層の堆積年代を求めると，上位のものは13．1～

13．9万年前，下位のそれは14．6～15．3万年前となり，い

ずれも最終間氷期の前の氷期に形成されたと考えられ

る．

　全柱状試料におけるOrg。C，T．Sの鉛直分布を概観す

ると，多くの場合に暗色層ではその上下の層準よりも高

濃度を示す傾向がある（第2～10図）．しかし，St．25や

32のD2層のように高濃度を示さない例もある（第8，

9図）．T．S濃度に関しても，D2層ではいずれも高濃度

を示すが，Dl層ではSt．1208，26のよ．うにほとんど濃度

変化がない場合がある．Tadaαα1．（1992）は，暗色層

の色の原因は主としてOrg．Cであり，硫黄化合物の影響

も考慮すべきであろうと述べている．本研究結果からも

Org．Cと硫黄化合物の関与は明らかであるが，これに加
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一206一



日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

えてほとんどの暗色層が試料採取後に時間が経過すると

茶褐色に変色することから大気中で不安定な化合物の存

在を示唆しており，この原因としてはFe（II）がFe

（III）に酸化されること及び不安定な鉄硫化物の酸化変

質が考えられる．

　海底堆積物中のOrg．C濃度を支配する要因としては，

海洋における生物生産量，海底の酸化還元環境，堆積速

度が重要であり海底が酸化的になると有機物の分解が促

進され，また堆積速度が遅いと有機物の分解量が多くな

るため堆積物中のOrg．C濃度は低値を示す（Muller　and

Suess，1979；大場・赤坂，1990）．生物生産量について

は3．2で考察するが，D2層が堆積した最終氷期最寒期は

その前後の時代よりも生物生産量が少なかったと考えら

れる．従ってSt．1208，1212，26のD2層がOrg．Cに富む

主要原因は還元的堆積環境のために有機物の分解が抑制

された結果であり，一方，St．25，32のD2層でOrg．C濃

度が高くない原因はこれら試料を採取した海域では堆積

速度が早く，D2層における還元的環境の出現に伴う有

機物分解量の減少よりも，D2層の上下の層準における

生物生産量の増大の影響が強く現れていると解釈され
る．

　海底堆積物中のT．Sには，海塩に由来する硫酸塩硫黄
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地質調査所月報（1998年第49巻第5号）

も含有されるがその量は遠洋堆積物を除外すると最大O．2

％程度であり（Terashima6孟磁，1983），高濃度の硫黄

は主として硫酸還元細菌の作用で海水中の硫酸イオンが

還元されて硫化物として蓄積される（Masuzawa　and

Kitano，1983；Masuzawa8古磁，1992）．従ってT．Sに富

む堆積物は強い還元的環境下の堆積物と言える．既に述

べたように，いずれの試料においてもD2層ではT。S濃

度が極めて高く，この時代は広い範囲の海域が強い還元

的環境であったことを示している．一方，Dl層ではT．S

濃度に関してコア間で明らかな相違が認められ，海底環

境に差があったことを示唆する．Dl層の堆積年代につ

いてlkeharaet　a1．（1994）では新ドリアス期を考えた

が，その後有孔虫化石の1℃年代を測定した結果未補正

の年代値でIO，400年の値がえられ，新ドリアス期よりも

わずかに若い年代の可能性を指摘した（池原ほか，

1996a）．Dl層の堆積機構について大場ほか（1995）及

び奥村ほか（1996）は次のように説明している．最終氷

期最寒期以降に日本海へ親潮が流入していたが，その後

地球規模の温暖化の影響で北西太平洋では黒潮の勢力が

強くなり，親潮の後退によって日本海へは対馬暖流が流

入するようになった．その親潮から対馬暖流への過渡期

に，日本海の表層水がいったん停滞したために海底が還

元的となり，その時にDlの暗色層が形成された．本研

究で分析した試料におけるDl層のOrgC濃度はいずれ

も高く，この時代の堆積環境が還元的であったことと調

和的である．St．1208，26のDl層でT．S濃度が高くない

理由は，還元的海底環境の出現が水深2000m程度以浅に

限定された可能性がある．また，Aso－4の直上に位置す

るDl6層のOrg．C濃度はD2層のそれと同程度である

が，T．S濃度は顕著に低い．これは還元的堆積環境の出
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日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

現がD2層の場合よりも弱く，有機物の分解抑制には効

果的であったが，T．S濃度を高めるほどではなかったと

解釈される．

　3．2生物源シリカ

　海底堆積物中の生物源シリカの含有量は，古い時代の

海洋における生物生産量を把握する方法として有用なこ

とが知られている（Tada6渉砿，1992；多田，1994；南

ほか，1995）．本研究では代表的な3本の柱状試料（St．

1208，1217，731〉を選んで生物源シリカを定量し，結

果を第2，5，10図に示した．いずれについても生物源

シリカとOrg．C濃度の鉛直変化に類似の傾向はないが，

これはOrg．Cが酸化分解の影響を強く受けるのに対して

生物源シリカではその影響が小さいためと解釈される．

第ll図はSt．1208における生物源シリカの濃度変化と，

世界の標準的な酸素同位体比の変化曲線を比較したもの

である．柱状試料の堆積年代はAso－4の降下年代を8．9

万年前（松本ほか，1991）とし，それ以前と以降の堆積

速度は一定と仮定した．深度446cmには生物源シリカ濃

度が最大値（7。8％〉を示すピークがあり，その他の層準

でも短期間に大きな濃度変化を示す部分もあるが，全体

的には酸素同位体比が軽い時代（気候は温暖で海水準は

高い）には生物源シリカの濃度は高く，重い時代（寒冷

な気侯で海水準は低い〉は低い傾向が明らかである．

　各柱状試料における生物源シリカの鉛直変化をやや詳

しく見ると，いずれの試料でもD2層の下位から上位に

向かって高濃度となり，D2層とDl層の中間で極大値を

示す共通の特徴がある。そしてDl層ではその上下の層

準よりもやや低濃度で，この時代における生物生産量は

特に高くなかったことを強く示唆している．Dl層から
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地質調査所月報（1998年第49巻第5号）

最上位に向かっては，一部に一致しない部分もあるが，

概括的には一度濃度を増加させた後に減少し，その後再

び増加に転じて極大値を示し，そこから最上位にかけて

やや濃度を減じる傾向がある（第2，5，IO図）．この

ことは，日本海北東部における生物生産量の相対的な経

年変化は海域によらずほぼ同一であったと解釈される．

しかしながら，D2層以降の層準における生物源シリカ

の平均含有量を比較すると，St．1208では3．0±1．3％（nニ

26），St。1217では4．6±L9％（n＝31），St．731では6。5±4．4

％（n＝27）とかなりの相違が認められ，生物生産の絶
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日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

対量は海域によって異なっていたと考えられる．特に

St．731の表層部50cmではいずれもIO％以上の高濃度を示

しており，この海域ではDl層以降に大きな堆積環境変

化があったことを示唆している．なお，生物源シリカの

濃度差の原因としては生物源物質以外の堆積物による希

釈効果をも考慮する必要がある．しかし，ここで分析し

た3本の柱状試料ではそれぞれの堆積速度から見てSt．

1208における希釈効果が最も小さく，従って生物源シリ

カ濃度が最も高くなることが期待されるが，実際には最

低値を示しており希釈効果はさほど大きくないと考えら

れる．

　3．3　Fe，Mn

　Feは，生物が生命を維持していくのに必須の元素で

あることは古くから知られていたが，最近のMartinら

の研究結果によれば陸源物質が多量に流れ込む沿岸海域

ではFeは豊富に存在するが，陸から離れるに従って少

なくなり，生物生産を抑制する場合がある（Martin　and

Fitzwater，1988；Martin，1990）．本研究で分析した試料

中では，St．1208が最も長い堆積年代を有し，その採取

地点の水深も最大であるためこの試料におけるFe濃度

と生物生産の関係を検討することにした．生物源シリカ

（第2図）とFe（第3図）の鉛直変化を比較してわか

るように，両者の間に類似の増減変化は認められず，

従ってFe濃度は生物生産量に影響しなかったと解釈さ

れる．これは，試料の採取地点と陸域との距離が約

150kmであるため，陸域からの鉄の供給が不足しなかっ

たためと考えられる．

　St．1208におけるFe濃度の鉛直変化と堆積物の層相変

化を比較すると，厚い暗色層ではいずれもその上下の層

準よりもFe濃度が高い傾向がある（第3図）．厚い暗色

層の殆どはT．Sに富み，また硫黄の主要部分は黄鉄鉱態

として含有される（Masuzawa　and　Kitano，1983）こと

から，Feが硫化物として濃集していると考えられる．

St．25では，Dl層のやや上位にFeとT．Sに富む層準があ

り，これも硫黄化合物によるFeの濃集と理解される

が，Dl層形成との時代的な不一致の原因は不明であ
る．

　Feは，Mn等と共にマンガンノジュールに濃集される

元素である．しかし，日本海の堆積物ではFeとMnの

挙動が一致しない例が多く，しかもFeの濃集量は地殻

存在量の2倍程度と見積もられ，Mnに比べて少ない．
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第10図　柱状試料731中元素濃度の鉛直変化

Fig．10　Vertical　variation　in　the　element　concentrations　of　core731．

一211一



地質調査所月報（1998年第49巻第5号）

例えばSt．1208の深度27～29cmにはMn濃度がIL55％で

地殻存在量の約100倍を示す層準があるが，Fe濃度は3．48

％でほとんど濃集されていない（第A－1表）．St．26の表

層付近にもMn濃度が0．5％以上の層準があるが，Fe濃

度は特に高くない（第7図）．富山～秋田県沿岸海域の

堆積物では，Feに富む堆積物の多くが粗粒の砂質堆積

物であるのに対してMnは細粒の粘土質堆積物に濃集す

る傾向があり，Feの濃集は主として海緑石やスメクタ

イトの生成に伴うものと解釈された（寺島ほか，1995；

今井ほか，1997）．

　海底堆積物中でMnが濃集する主な原因は，還元的環

境下にある下層堆積物から溶出したMnイオンが堆積物

表層や海水中で酸化されて再沈殿するためである
（Lym　and　Bonatti，1965；Yinα砿，1989）．そして再

沈殿したMnは周辺よりも水深が大きい海域に集積しや

すく，又堆積環境に大きな変化がない場合は常に堆積物

表層が最もMnに富むことになる．分析した試料のうち

St．1208，1212を除く各試料では表層部付近でMn濃度が

最大値を示しており（第A－1～A－7表），ほぼ標準的な

鉛直分布である．表層部以外でMnが高濃度を示す主な

原因は，火山灰の降下やタービダイト等によって表層部

に濃集したMnがその層準に固定される場合とされてい

る（LynnandBonatti，1965〉．しかし，St．1208，1212

においてMnが高濃度を示す層準には火山灰層やタービ

ダイトは存在しないため，他の要因を考慮する必要があ

る。他の要因としては，強い酸化的環境下の堆積物で，

厚い酸化層が存在する柱状試料では酸化層の中問よりも

やや下位でMnが最高濃度を示す可能性があり，St．1208

の深度27～29cm，St．1212の32～34cm（第12図）がこれ

に相当する．これらの層準ではMnのほかCu，Zn，Ni

が高濃度を示し，Feはこれよりやや下位の層準で高い

が，これらも続成作用に伴う移動・濃集の影響と考えら

れる．そして堆積環境が還元的になって酸化層が消滅す

る際に，各金属の酸化物あるいは水酸化物はそれぞれの

特性に応じて挙動し，その結果が柱状試料における元素

濃度の鉛直変化として観測されると解釈される．St．

1212では，深度78～80cm，92～94cmにもMnに富む層

準があるが，これも続成作用によって濃集したMnが堆

積環境のわずかな変化の影響を受けてこの層準に固定さ

れたと考えられる♂Mnは，基本的には酸化的環境下の

堆積物で高濃度を示すが，海域や時代が限定されるわず

かな環境変化に伴って増減するため，堆積環境の評価に

利用するためにはさらに詳細な研究が必要である．

　3．4Cu，Zn，Pb
　Stl208におけるCu，Pb，Znの鉛直変化は第3図に示

した．Cu濃度をやや詳しく見るとT．Sに富む3つの厚

い暗色層では濃度変化が小さく，しかも上下の層準より

も若干低値を示す特徴がある．Pbに関しては，T．Sに富

む厚い暗色層では明らかに低値であり，逆に深度3～

27cmと460～490cmでは高濃度を示す．Znは，全堆積

層を通して大きな濃度変化が存在するが，暗色層との関

係は不明瞭である．他試料におけるCu，Pb，Znの鉛直

変化を検討した結果，D2層でPb濃度が低い傾向はすべ

ての柱状試料に認められたが，CuについてはSt．25，26

でやや低いほかは顕著な変化はなく，Znに関してはSt．

1217，32，731でわずかな濃度低下が認められた．

　D2層でPb濃度が低い原因としては，この時代の海底

環境が硫化水素の発生が認められるほど還元的であった

（MasuzawaandKitano，1983）ことから，主として河

川から供給されたPbが沿岸域で沈殿したことも考えら

れる．しかしながら，もし硫化物として沈殿するなら

ば，Fe，Cu，Zn，Ni等の重金属類もPbと共に沈殿す

ると考えるのが妥当であるが，一部試料におけるCu，

Znのわずかな濃度低下を除いてD2層で低値を示す傾向

　　δ拍0（SPECMAP）
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第11図　柱状試料1208中の生物源シリカ濃度の鉛直変化と

酸素同位体比変化の比較

Fig．11　Comparison　of　biogenic　silica　content　profile　of

core　l208and　oxygen　isotope　records（SPECMAP）
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日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）
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第12図　柱状試料1208，1212の表層部における元素濃度の鉛直変化

Fig．12　Vertical　variation　in　the　element　concentrations　on　the　upper　part　of　core　l208and1212、
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はなく，特にSt。1208におけるFeは厚い暗色層では高濃

度を示していることから，沿岸域での沈殿が主な原因で

はないと解釈される．既に述べたように，St．1208の深

度3～27cmはPbに富むが，これは酸化層の上部約2／3

に相当する．一方，St．1212の酸化層の上部でもPb濃度

は高値を示している（第12図）．従ってPb濃度の鉛直

変化を支配する要因としても続成作用に伴う移動と濃集

が最も重要と考えられる．Cu，Zn等の鉛直変化は火山

灰やタービダイトの影響をうける場合があるが（寺島ほ

か，1995），これらを除外すればMn，Pb等と同様に主

として続成作用に伴うものと結論される．

　3．5　Ni，Cr

　Sd208では，大部分の層準においてNiは35～50ppm

を示し，ところどころで70ppm以上の高濃度を示す（第

2図）．Niに富む層準は，暗色層にほぼ一致する場合と

厚い暗色層の最上位の場合がほとんどであり，例外的に

Mn濃度が高い深度25～33cmと暗色層もなくMn濃度も

高くない深度453～455cm，469～471cm，497～499cmで

高濃度を示している．Crに関しては，Niに認められる

高濃度を示す層準は極めて少ない特徴がある．他試料に

おけるNi，Crの鉛直変化を概観すると，St．1217を除く

各試料ではNi濃度がD2層の最上位で高濃度を示すほ

か，いくつかの他層準で高値を示すのに対してCrの高

濃度ピークは少ない共通した特徴がある（第2－10

図）．St．1217では，D2層の最上位のNiの高濃度ピーク

はなく，深度41cmにNi，Crが共に最大値を有する層準

がある．そして全層準を通してNiとCrの鉛直濃度変化

が極めて類似する．

　Sし1217におけるNi，Crの鉛直変化が他試料と異なる

原因を検討するため，まずSt．1217とSt．1208における分

析成分相互の相関係数を求めて第2表に示した．St．

1217ではNiとCrの間に明らかな正相関（rニ0．85）が

あり，またPb－Zn，Cu－Ni，Cu－Crの問にも大きな正相

関（r＞0．5）が存在するが，St．1208ではFe－T．S，

Zn－Org．Cの間に大きな正相関が存在するのみで重金属

相互の問には特に強い正相関は認められない．このよう

な相違は，主として堆積物の供給源や海水中での風化・

変質の程度によって支配されていると考えられるが，今

井ほか（1997）による東北沿岸日本海堆積物における

Ni，Crの分布特性を考慮すると，St．1217における

Ni－Crの正相関は堆積物の供給源が近いことを強く示唆

する．この試料を採取した地点の南東約30kmには渡島

大島があり，この島にはアルカリかんらん石玄武岩～カ

ルクアルカリ角閃石安山岩が分布し，また井内ほか

（1995）によれば同島周辺にはこの島から供給されたと

考えられるスコリア質の堆積物が広く分布する．そして

このスコリア質堆積物はM，Crに富む特徴がある（横

田・菅，1995）ため，代表的な5試料を選び，いくつか

の成分を分析した．その結果，MgOは5．82～10．41％，CaO

は6．04～9．92％，Na20は2．80～3．13％，K20は1．32～1．96％

で渡島大島に分布する岩石の組成に近いことがわかっ

た．第13図は，渡島大島起源と考えられるスコリア堆積

物と，St．1217の深度28～54cmから選んだ8試料，St．

1208の深度24～62cmの8試料についてのNi－MgO，

Cr－MgO濃度の関係を示したものである．St．1208から選

定した試料を除きNi又はCrとMgOの間には良好な正
相関が存在し，このことはSt．！217の堆積物が渡島大島

起源の砕屑物の影響を受けていることを強く示唆する．

　柱状試料の特定層準でNi，Cr濃度が変化する原因と

第2表　2本の柱状試料（1208，1217）における分析元素間の相関係数

Table2　Correlation　coefficient　matrix　for　two　se（iiment　cores．

Fe ㎞ Cu Pb Zn Ni Cr　　Org．C

　Core　1217

Mn　　　　　－0．08

Cu　　　　　O．22
Pb　　　　　－0。15

Zn　　　　　－0．31

Ni　　　　　o．18
Cr　　　　　O．36
0rg．C　　　　　　－0。27

T。S　　　　　O．04

　Core　1208

Mn　　　　　－0．05

Cu　　　　　－0．09

Pb　　　　　－0．31

Zn　　　　　－0．01

Ni　　　　　o．24
Cr　　　　　－0．26

0rg．C　　　O．13
T．S　　　　　O．58

一〇．20

0．10　　　　－0．34

－0．09　　　　－0．30

－0．07　　　　0．55

－0．17　　　　0．62

－0．14　　　　－0．12

－0．11　　　　　0．09

0．15
－0．06

0．09
0．36

－0．31

－0．07

－0．09

0．19

0．34
0．28

0．04
0．25

－0．08

0．68
－0．22

－0．24

－0．12

－0。54

一〇。23

－0．09

0．05
－0。32

－0．47

一〇．30

－0．33　　　　　0．85

0．09　　　　－0．22　　　　－0．23

－0．49　　　　0．01　　　－0．07

0．40
0．36

0．54
0．32

0．01
0．36　　　　　0．06

0．28　　　－0．07

0．28

0．33
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してはタービダイトや火山灰の影響があり，St．1208の

深度235～237cm，423～425cm，499～501cmにおける

Ni，Crの低濃度は火山灰に起因する．しかし，Ni濃度

が高値を示す原因としてはこれらの影響は認められず，

いずれも続成作用に伴う移動・濃集と考えられる．続成

作用による濃集ではMnと同様にほとんどが酸化物と考

えられたが，T．Sに富むD2層上位の濃集は硫化物の可

能性もあるので，St．1208，1217，26から合計73試料を

選定し，堆積物を0．IMシュウ酸等で処理して酸化物態

Niを溶出させ，これを原子吸光法で分析する方法（寺

島ほか，未発表）で定量し，結果を第14図に示した．こ
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の図からわかるように，全Ni濃度と酸化物態Ni濃度の

間には正相関があり，Niは主として酸化物として濃集

していることが明らかとなった．Bonatti6渉砿（1971〉

は，続成作用に伴って表層の酸化層に濃集する元素は

Mn，Ni，Co，P，La等であり，Cr，V，U，S等は酸化

層に濃集されないことを報告している．従ってSt．1217

を除く各試料でNiとCrの挙動が異なる原因はNiが酸

化物として濃集するのにたいして，Crは濃集されない

ことによると考えられる．

　3．6　堆積環境変化とNi濃度変化

　寺島ほか（1995），今井ほか（1997）で述べたよう

に，東北沿岸日本海堆積物におけるNi，Crの主要供給

源は姫川上流域に分布する超苦鉄質岩であり，海底堆積

物中のNi，Cr含有量は供給源に近い富山湾で最大値を

示し，新潟沖，山形・秋田沖，西津軽沖の順に低下する

（第3表）．そして，北海道西方海域では再び高濃度を

示すが（横田・菅，1995），これは3．5で述べたように主

として渡島大島起源と考えられる．
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第14図全Ni濃度と酸化物態Ni濃度の関係
Fig．14　Plot　of　total　Ni　vs　oxide　state　Ni　content　of　the

sediments．

第3表　海域別金属含有量平均値
Table3　Regional　average　metal　contents（after　Terashima

6短ム，1995，andY・kotaandKan，1995）

Fe　　　Mn　　Ni　　　Cr
（％）　　　　（PP皿）　（ppm）　　　（PP皿）

第13図　Ni及びCr濃度とMgo濃度の関係
Fig．13　Plot　of　Ni　or　Cr　vs　MgO　content　of　the　samples．

（囲），surface　samples　（coarse　sand　to　pebble）；（齢），core

l217（siltyclay）；（○），c・rel208（siltyclay）
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　大場ほか（1995）によれば，最終氷期最寒期に日本海

の表層水の塩分濃度が低下して密度成層が強化され，深

層水が無酸素状態になった時代，すなわちD2層が堆積

した時代の末期にあたる約14万年前には津軽海峡から

日本海へ親潮が流入するようになった．その後親潮の流

入がしばらく続き，約1万年前（Dl層の時代）に親潮

から対馬暖流への変化が始まった．そして約8000年前頃

から現在と同様な海洋環境になったと考えられている

（大場ほか，1995；奥村ほか，1996）．上述のように日

本海沿岸の堆積物中のNiの主要供給源は姫川と渡島大

島であるため，もし津軽海峡から流入した親潮の勢力が

強く，海流方向が現在とは逆方向であったとすれば，親

潮が流入していた時代と対馬暖流の時代では堆積物中の

Ni濃度に変化が生ずることが期待できる．そこで，D2

層以降の層相変化とNi濃度の鉛直変化を比較して第！5

図に示した．この図からわかるように，主として渡島大

島起源のNiの影響を受けたと考えられるSt．1217と他試

料では明らかな相違が認められる．Stl217ではD2層の

最上位にNiに富む層準はなく，Dl層の下位で高く，上

位で低く，その後上位に向かって増減を繰り返しながら

全体として増加して深度41cmで最大値を示した後に低

濃度になる傾向がある．この試料では，親潮の流入が

あったとされるD2層の最上位以降Dl層までの堆積物

は，それ以前よりもNiに富むが，対馬暖流が本格的に

流入していた時代にもNiが高濃度を示す層準があり，

親潮の影響評価は困難である．．なお，本試料の深度

41cmにあるNiに富む層準の形成年代はDl層との関係

から約4000年前と見積もることができ，形成機構として

は火山活動の活発化や海水準変動に伴う砕屑物供給量の

増加等が考えられるが，これについては今後の検討を必

要とする．

　姫川から供給されるNiの影響を強く受けると考えら

れるSt．25，26，32，731におけるNiの鉛直変化では，

D2層の最上位と，D2とDl層の中問付近におけるNiに

富む層準はいずれの試料でも認められる．しかし，Dl

層におけるNiの高濃度は，St．25と26のみで認められ，

St．32，731には存在しない．D2層の最上位のピークは，

それまでの還元的な環境下で海水中あるいは堆積物表層

で高濃度となったNiが，酸素に富む新しい海水の流入

に伴って沈殿・濃集し，固定されたと解釈される．D2

層とDl層の中間付近及びDl層でのNiのピークも同様

にして形成されたと考えられる．そしてSt．32，731の

Dl層ではNiが高濃度を示さないが，これは大場ほか

　（1995）が指摘するように，親潮の流入に伴う海流方向

の変化等の影響をうけて本海域へのNi供給量が少なく

なり，従って続成作用に伴うNiの濃集が起こらなかっ

た可能性がある．しかしながら，St．25，26，32，731の

D2層の最上位からDl層にかけてのNi濃度は，Dl層以

降のそれに比べて明らかに低いとは結論できない．この

ことは最終氷期最寒期以降に流入したとされる親潮の勢

力は，姫川起源のNiに富む海水及び堆積物をすべて南

方海域へ運搬するほどの勢力は有していなかったと考え

られる．

4．ま　と　め

　日本海の北東部から採取された海底堆積物柱状試料中

のOrg．C，T．S，生物源シリカ，重金属等を分析してこ

れら成分の地球化学的挙動，堆積環境との関係を研究し

て以下の結果を得た．

1）日本海の堆積物に特徴的に認められる暗色層のほと

　んどは還元的な堆積環境下で形成されたと考えられ

　た，強い還元的環境下の堆積物はOrgCとT．Sに富

　み，弱い還元環境の場合はOrg．Cのみが高濃度を示

　す．日本海深部の堆積物で0聡Cが高濃度を示す主な

　原因は還元的環境下における酸化分解量の減少であ

　り，生物生産量の増加を意味しない．

2）日本海盆北部で採取されたSt．1208の深度527cm以

　深には2つの厚い暗色層が認められた．これら暗色層

　におけるOrg．C，T．S濃度の鉛直変化は，最終氷期最

　寒期に形成されたD2層における両成分の鉛直変化と

　極めて類似しており，最終間氷期の前の氷期に形成さ

　れたと結論された．

3〉日本海の堆積物中の生物源シリカの濃度は，過去の

　海洋における生物生産量を評価する有用な指標であ

　り，概括的には気候が温暖で海水準が高かった時代は

　生産量が多く，寒冷で低い海水準の時代は少ない傾向

　が認められた．しかし，生物生産量の増減は，暗色層

　の形成に直接影響しなかったと考えられた．

4）海水中のFe濃度が生物生産を規制するとの考えが

　あるが，日本海ではその影響は認められず，これは陸

　域との距離が近いためと考えられた．Feは，続成作

　用に伴う酸化物や硫化物の生成及び海緑石やスメクタ

　イトの形成に関係して濃集するが，その量は地殻存在

　量の2倍程度以下と見積もられた．

5）Mnは続成作用に伴って堆積物表層の酸化層に濃集

　することが知られており，本研究結果でも酸化層が薄

　い場合はその傾向を示した．しかし，酸化層の厚さが

　40cm程度になると最表層部よりも酸化層の下層部で

　高濃度を示し，最大値はll．55％で地殻存在量の約100

　倍に達した．Mnは続成作用の影響を最も受けやすい

　元素であるが，海域や時代が限定されるわずかな環境

　変動にも対応して増減するため，堆積環境評価に利用

　するためにはより詳細な研究が必要である．

6）Fe，MnのほかCu，Pb，Zn，Ni等が続成作用に

　伴って移動・濃集するが，Crにおけるその影響は小

　さい．各元素の鉛直方向の濃度変化が生ずる原因とし

　て火山灰層やタービダイトの影響もあるが，これらを
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第15図

Fig．15

柱状試料の表層部における岩相変化とNi濃度変化の比較

Comparison　of　Ni　content　profiles　and　lithological　sketch　of　cores．
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除外すると主として続成作用に伴うものであり，濃度

変化の層準は現在及び過去の酸化層の層準と密接に関

連する．

7）最終氷期最寒期以降の日本海には親潮が流入してい

た時代があったとされており，佐渡島北方海域で採取

した柱状試料におけるNiの鉛直分布をもとにその影

響を検討した．一部にその影響と見られる濃度変化が

検出されたが，親潮流入により海流方向が現在とは全

く逆になるほどの影響はなかったと考えられた．
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第A－1表

Table　A－1

柱状試料1208の分析結果

　Analytical　data　for　core 1208．Data　shown　as“n．d．”indicates“not（ietermined”．

Depth
（c皿）

Fe
（％）

血
（ppm）

　　Cu　　　Pb　　　Zn
（PP皿）　　　（ppm）　　　（PP皿）

　　Ni　　　　　　Cr　　　Org　　C

（ppm）　（ppm）　（％）

Total　S
　　　（％）

Biogenic
Sio2（％）

1－3

3－5

5－7

7－9

9－11
11－13

13－15

15－17

17－19

19－21

21－23

23－25

25－27

27－29

29－31

31－33

33月35

35－37

37－39

39－41

41－43

43－45

45－47

47－49

49－51

51－53

53－55

55－57

57－59

59－61

61－63

63－65

65－67

67－69

69－71

71－73

73－75

75－77

77－79

79－81

81－83

83－85

85－87

87－89

89－91

91－93

93－95

95－97

97－99

99－101

101－103

103－105

105－107

107－109

109－111

111－113

113－115

115－117

117－119

119－121

121－123

123－125

125－127

127－129

3．51

4．22
3．90
3。90
3．71

3。96

4．02
3．95
4．31
3．90
4．20
3．96
3．80
3．48
4。02
5．67

8．18
5．08
4．39
5。47
4．71

4．42
4．39
4．21

4．08
5．07
5．28
5．34
3．91

3．37
3．61

3．80

4．00
3．82
3．88
3．88
4．70
6．11

4．91

4．48
3．90

3．94
4．10
3．61

4．27
5．09
4．99
5．08
5．64
5．11

5．09
5．12
5．08
4．95
5．21

5．30
5．71

5．90

5．17

4．02
4．98
5．62
4．21
6．93

　4200

　5500

　3950

　3900

　3900

　7800

　9100

　8400

　7500

　7900
　7520
　8500
20100

115500

73300
37500
14800

　　8000

　　3400

　　6800

　　7400

　　4600

　　5600

　　3200

　　2800

　　5500

　　1030

　　　630

　　　700

　　　500

　　　470

　　　480

　　　460

　　　460

　　　510

　　　510

　　　880

　　1100

　　1720

　　1710

　　　950

　　　740

　　　610

　　　700

　　　850

　　1150

　　1150

　　　960

　　U20

　　1100

　　1020

　　1070

　　　780

　　　880

　　　860

　　　740

　　　670

　　　670

　　　650・

　　　650

　　　640

　　　520

　　　700

　　　500

37
55

57
55

46

68

62

66

67
67・

61

61

58

87
71

60

49
51

43

50

50

49
56

46

41

39

67

67
81

69
52

51

63

62

52

46

108

48
26

67
41

41

82

56

47
46

43

47
41

40

40

41

45

39

39

43

44
45

43

35

41

44
48
43

30

42
33

34

34

37

42
35

45

36

40
35

38
10

25

27

24
32

29
19

27
26

32

35

36

31

19

25

21

28
31

30

25

30

28
25

26

24
23

30

21

28

24

24
20

19

20

24
20

16

16

20

21

19

20

21

20

22
21

18

20

21

24
18

74
101

107

107

89

100

94

99

95

97

94

95

94
147

115

107

82

92

94
95

97

99

94

97

96

90

98

110

142

114

106

106

95

105

105

103

103

91

98

101

102

102

95

106

113

125

120

107

113

113

112

115

101

109

110

116

118

114

110

　95
104

128

106

118

31

47

54
52

35

59

64
66

55

63

55

55

85

101

86

96

48

44
33

61

52

38

43

33

33

40

38

52

76

49

42

39

38

38

40

39

45

36

38
41

39

35

32

34
48

99

55

47

44
43

44
44
46
41

47
48
53

53

49
41

47
52

44
54

33

58

44

44

47
53

59

55

65

52

60

50

52

35

34
41

32

52

44
38

42

44
57
45

44
43

44
50

58

61

63
61

62

59

60

55

54

54

54
55

63

65

67
65

78

62

63

65

60

59
61

62

66

63

64
66

67
65

68

65

69

67

72
65

0．71

0．82
0．80

0．74
0．85

0．93

0。67
0．66

0．81
0．65

0．67
0．52
0．52
0．33

0．42
0．66

0．74
0．94
0．78

0．67
0．73
0．81

0．95

0．78
0．87
0．94
2．01

3．65

4．59
1．42

0．81

0．78
0．65

0．56
0．50

0．47
0．40

0．40
0．45
0．52
0．65

0．47

0．48
0．40

0．96
1．56

1．37

1．44

1．36

1．58

1．15

1．51

1．06
1．21

1．14

1．24
1．27
1．31

0．97

0．84
0．89
1．01

0．88
0．97

0．22

0．19
0．26
0．25

0．22
0．25

0．23
0．26

0．23

0．24
0．25

0．22
0．23
0。23
0．25

0．28
0．30
0．28
0．26
Q．31

0．27
0．24
0．28
0。26
0．29
0．27
0．30

0．37
0．38
0．23

0．20
0．21

0．22
0．21

0．20

0．20
0．23

0．28
0．22
0．19
0．19

0．19
0．20

0．17
0．61

3．02
2．91

3．30

3．37
3．20
3．00
3．11

3．15

2．78
3．14
3．23

3．49
3．60

2．96
2．25
2．95
3．58

3．40
4．75

4．4

4．4

n．d．

n．d．

4．4

n．d．

4．5

n．d．

4．8

n．d．

4．O

n．d．

2．3

n．d．

n。d．

n．d．

n．d．

3．7

n．d．

n．d．

n。d．

n．d．

4．2

n．d．

n．d．

3．4

4．2

2．9

3．3

3．4

3．2

n．d．

3．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．7

n．d．

3．4

n．d．

n．d．

2．O

n．d．

2．7

n．d．

n．d．

1．5

n．d．

n．d．

1．6

n．d．

0．9

n．d．

n．d．

1．1

n．d．

0．6

n．d．
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Depth
（cm）

129－131

131－133

133－135

135－137

137－139

139－141

141－143

143－145

145－147

147－149

149－151

151－153

153－155

155－157

157－159

159－161

161－163

163－165

165－167

167－169

169－171

171－173

173－175

175－177

177－179

179－181

181－183

183－185

185－187

187－189

189－191

191－193

193－195

195－197

197－199

199－201

201－203

203－205

205－207

207－209

209－211

211－213

213－215

215－217

217－219

219－221

221－223

223－225

225－227

227－229

229－231

231－233

233－235

235－237

237－239

239－241

241－243

243－245

245－247

247－249

249－251

251－253

253－255

255－257

257－259

259－261

261－263

Fe
（％）

8．40
4．55
3．61

5．48
3．48
5．00
7．11

4．82
4．20
3．21

4．62
3．50

4．39
4．03

ロ3．18

5．37
8．31
3．91

3．93
3．38
4．46

4．62
6．78
4．25
4．51

4．50

3．10

3．77
6．24
5．48
4．40
3．20
3．08

4．24
4．11

7．46
4．00
5．62
6．18
4．63
4．47
5．25

5．43

6．18
5．46

4．36
4．76
4．61
6．4，8

5．50

4．30

7．44
4．55

3．71

4。39
3．98
5，02
5．01

4．23
4．54
4．12
4．38
6．50
5．20
3．91

4．28
4．31

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

Table　A－1（Continued）

㎞
（ppm）

　　Cu　　　Pb
（ppm》　　　（PP皿）

　　Zn

（PP皿）

　　Ni

（PP皿）

　　Cr

（ppm）

470
550

680
500

750

810

530

630

620
2380
1180

770

860

720

790
1460

3460
1010

1340

3380
2520
1450

1640

1070

1250

1030

840

1070

1500

1290

900

810
1000

1540

2220
3600
1540

2410
2800
1400

1270

1270

1290

2800
1200

860
1030

1020

1300

1820

1040

1830

　940
　700
　860
　780
1070

1280

　950
1460

1260

1820

2870

　980
　840
　850
　880

44
59
51

38

42
31

55

56

47

52

43

53

35

66

50

43

27
103

43

30

52

23

43

76

26

85

79

42
26

47
61

64

48

47
60

26

28

23

27

54

49

46

44
27
59

60

62

56

47
46

44
36

65

39

59

44
52

47
42
35

35

42

24
58

51

45

49

22

22
23

21

30

27

22

22

24
31

30

27
29

24
30

31

26

26

26

27
30

27
33

24
30

24
25

27
28

27
25

26

29

28

28

26

24
30

25

23

23

22

23

25

24
26

26

21

27
22

22

29
21

12

27

27
25

24
28

27

26

27
22

26

24
25

25

113

129

112

102

108

10Q

116

115

107

114

122

122

113

118

123

115

92

132

98

111

102

98

100

114
110

131

132

114

84
109

126

126

109

101

110

94

106

95

92

104

104

112

110

92

130

133

112

113

102

104
119

　94
130

　56
101

110

100

101

　93

　99

　84
102

　86

　98
112

109

102

58

49
45

44
43

37

78

46

42

45

57

50

56

45

43

42
56

46

40

46

46

47
53

40

48
50

46

47
67

59

49

52

46

42
45

58

44
51

44
43

45

47

46

44
49

48

48

44
44
40

40

80

40

　9

40

41

46

50

42

47
36

45

63

42

39

41

42

60

81

84

67
75

69

66

75

80

75

71

84

77

80

・70

63

51

77

70

71

69

68

66

79

77
81

83

80

65

63

69

80

78

75

70

54

67
56

60

66

68

60

60

60

61

71

66

71

59

60

68
55

67
18

67
71

68

73

76

72

54

76

58

82

72

71

71
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Org　C
　　（％）

1．28

1．54
1．20

0．58

0．44
0．40
1．11

1．51

1．74
1．28

0．56
1．25

0．78

2．27
0．55
0．55

0．67
2．07
0．74
0．52
0．44
0．47
0．73

0．92
0．52

2．04
1．79

0．52
0．50

0．82
2．12
2．24
0．57

0．36
0．51

0．54
0．54
0．56
0．50

0．84
0．86

0．89
0．98
0．50
1．65

1。32

0．47
0．50
1．01

0．87

0．67
0．61

1．03

0．09
0．53

0．45

0．37
0．50

0．40
0．40
0．30
0．40

0．41

0．96
0．72
0．45

0．42

Tota1SBiogenic
　　　（％）sio2（％）

6．61

2．60
1．08

0．57
0．70
1。63

4。39
2．19
0．42
0．25
0．61

0．31

0．35

0．24
0．15

0．18
0．66
0．22
0．16

0．12
0．15

0．16

0．62
0．14
0．14
0．21

0．18
0．15

0．57
0．26

0．23
0．21

0．13

0．10

0．14
0．37
0．16

0．18
0．16
0．21

0．21

0．27
0．26

0．16

0．24
0．19
0．19
0．19
0．20

0．22
0．15

0．98
0．15

0．10

0．14
0．13

0．14
0．15
0．11

0．12
0．10
0．11

0．62
0．13
0．15

0．13
0．13

n．d．

0．9

n．d．

0．2

n．d．

1。2

1。1

2．4

1．2

n．d．

2．2

n．d．

n．d．

1．1

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

0．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

0．7

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

0．7

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．6

n．d．

n．d．

n．d．

n．d『．

1．6

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．7

n．α．

n．d．

n．d．

1．4

3．6

0．8

0．2

n．d．

n．d．

0．3

n．d。

n．δ．

n．d．

n．d．

0．9

n．d．

n．d．

n．（1．



Depth
（cm）

263－265

265－267

267－269

269－271

271－273

273－275

275－277

277－279

279－281

281－283

283－285

285－287

287－289

289－291

291－293

293－295

295－297

297－299

299－301

301－303

303－305

305－307

307－309

309－311

311－313

313－315

315－317

317－319

319－321

321－323

323－325

325－327

327－329

329－331

331－333

333－335

335－337

337－339

339－341

341－343

343－345

345－347

347－349

349－351

351－353

353－355

355－357

357－359

359－361

361－363

363－365

365－367

367－369

369－371

371－373

373－375

375－377

377－379

379－381

381－383

383－385

385－387

387－389

389－391

391－393

393－395

395－397

Fe
（％）

4．37
4．30
5．40
4．53
4．40

4．10
4．00
4．11

4．11

4．72
5．51

4．32
4．30
4．70
6．11

4．73
3。98

4．72
6．32
4．75

4．77
7．10
n．d．

4．48
5．18
4．50
3．97
4．09
4．15
4．42
5．80

4．22
6．25

4．90
4．95

4．98
4．98
4．98
5．03

6．19
5．00

4．82
5．02

4．31

4．12
4．13
4．20
3．43

4．20
4．21

7．33

4．36
4．00
6。02
5．01

3．33

6．68
4．41

4．47
4．03
4．28
5．42
3．90

4．46
4．78
4．82
4．43

地質調査所月報（1998年第49巻第5号）

Table　A－1（Continued）

血
（ppm）

　　Cu　　　Pb
（PP皿）　（PP皿》

　　Zn

（PP皿）

　　Ni　　　Cr
（PP皿1　　　（ppm｝

1010
1330

2840
910

920

880

800

810

760

870

880

710

730

700
520

630
710

820
910

900

860

740
n．d。

700

680

730
730

810

850

1130

1520

1100

1580

1100

1050

1000

940

1040

1150

1220

　970
930

970

　960
1050

1050

　990
　9GO
1020

1060

1680

1020

　980
1350

　860
　800
1130

1070

1270

2030
4100
5100
2530

3230
4700
4900
1750

　37

　39

　43

　42

　47

　43

　47
　　37

　　37

　　36

　　34

　　53

　　40

　　54

　　59

　　71

　　50

　　44

　　43

　　47

　　34

　　36

n．d．

　　55

　　77

　　65

　　48

　　45

　　45

　　51

　　42

　　50

　　44

　　53

　　53

　　54

　　55

　　53

　　53

　　53

　　54

　　52

　　53

　　68

　　53

　　61

　　47

　　39

　　39

　　47

　　63

　　54

　　42

　　58

　　75

　　72

　　43

　　48

　　46

　　45

　　44

　　43

　　50

　　42

　　34

　　35

　　61

　27

　27

　23

　24
　25

　23
　　34

　　26

　　23

　　22

　　26

　　30

　　26

　　26

　　22

　　22

　　29

　　27

　　24

　　25

　　26

　　26

n．d．

　　22

　　19

　　22

　　34

　　30

　　30

　　28

　　20

　　33

　　26

　　30

　　28

　　26

　　30

　　26

　　23

　　23

　　22

　　26

　　28

　　24

　　31

　　31

　　28

　　28

　　30

　　30

　　22

　　32

　　30

　　26

　　20

　　28

　　23

　　28

　　28

　　27

　　29

　　33

　　30

　　30

　　30

　　28

　　29

102
　　93

　　98

106

100

101

　　94

100

100

101

　　90

　　94

100

102

135

133

　　94

102

　　99

107

109

　　93

n．d．

112

137

123

　　97

111

116

110

　　96

105

107

110

112

121

　　96

117

102

102

117

106

114

127

116

115

　　90

　　97

110

119

　　95

113

118

119

123

　130
　113
　105
　104
　110
　104
　101
　104
　104
　　97

　　97

　109

　45

　43

　54

　41

　42

　41

　41
44

　　41

　　40

　　38

　　36

　　41

　　41

　　93

　　50

　　48

　　41

　　41

　　42

　　42

　　33

n．d．

　　48

　　77

　　63

　　50

　　39

　　39

　　37

　　37

　　43

　　46

　　42

　　44

　　64

　　38

　　59

　　43

　　43

　　40

　　42

　　59

　　71

　　47

　　45

　　39

　　30

　　38

　　37

　　37

　　41

　　40

　　38

　　49

　　74

　　29

　　40

　　37

　　34

　　34

　　38

　　33

　　36

　　35

　　35

　　37

　71

　74

　68

　71
　　70

　　70

　　76

　　70

　　69

　　69

　　61

　　71

　　75

　　72

　　58

　　73

　　71

　　69

　　63

　　71

　　71

　　61

n．d．

　　65

　　60

　　73

　　75

　　72

　　71

　　60

　　58

　　70

　　59

　　61

　　58

　　61

　　60

　　58

　　52

　　48

　　54

　　52

　　57

　　69

　　73

　　74

　　67

　　56

　　72

　　70

　　51

　　67

　　74

　　63

　　74

　　79

　　53

　　68

　　68

　　70

　　67

　　58

　　69

　　66

　　64

　　58

　　59

一222一

Org．C
　　　（％）

0．40

0。33
0．58

0．66
0．56

0．44
0．31

0．38
0．39

0．34
0．33
0．38

0．44
0．90
2．13
2．31

0．55

0．39
0．41

0．43

0．40

0．34
0．55

2．30

3．32

1．94

0。46

0。47
0．47
0．45

0．84
0．72
0。96
1．00

0．99
1．10

0．96
1．10

1。13

1．26

1．41

1．25

1．68

1．81

0．70
0．48
0．32
0．30
0．36
0．39
0．41

0．35

0．39
0．46
2．56

3．18

0．66

0．86

0．74
0．73

0．69
0．70

0．67
0．57
0．60
0．61

0．46

Total　S　Biogenic
　　　（％）Sio2（％）

0．13
0。12
0．15

0。14
0。13

0．14
0．11

0．12
0．12
0．13
0．15

0．12
0．11

0．57
4．01
1．72

0．23

0．69
2．66

0．74
0．86

3．46
0．60
0．56

3．03
1．23

0．21

0．16

0．14
0．21

1．50

0．26

0．28
0．26
0．31

0．97
0．21
0．85

0．36
0．42
0．35

0．35
0．39
0．41

0．44
0．54
0．58

0．27
0．40
0．25

2．62
0．26

0．30
1．72

0．73

0．44
0．35

0．61

0．47

0．47
0．49
1．18

0．42
0．73

0．96

0．68
0．49

n．d．

0。5

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

0．2

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

0．5

n．d．

2．3

0．9

1．0

0．5

1．2

n．d．

n．d．

n．d．

0．7

1．5

1．7

1．4

1．7

0．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．8

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．3

n．d．

n．d．

n．d。

n．d．

2．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．6

1．0

1．O

n．d．

n．d．

1．7

n．d．

1．8

2．6

2．4

2．5

n．d．

．n．d．

n．d．

n．d．

2。O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．0



Depth
（c皿）

397－399

399－401

401－403

403－405

405－407

407－409

409－411

411－413

413－415

415－417

417－419

419－421

421－423

423－425

425－427

427－429

429－431

431－433

433－435

435－437

437－439

439－441

441－443

443－445

445－447

447－449

449－451

451－453

453－455

455－457

457－459

459－461

461－463

463－465

465－467

467－469

469－471

471－473

473－475

475－477

477－479

479－481

481－483

483－485

485－487

487－489

489－491

491－493

493－495

495－497

497－499

499－501

501－503

503－505

505－507

507－509

509－511

511－513

513－515

515－517

517－519

519－521

521－523

523－525

525－527

527－529

529－531

531－533

Fe
（％）

3．96

3．93

3．88
7．63

5．27
4．51

4．88
4．02
4．38
6．27
4．37
4．12
4．06
3．13

4．78
4．96
6．87
4．65

4．24
4．12
6．42
5．16

6．10

4．11

3．73
5．38
5．00

4．22
4．40
4。10
4．19
4．23
4．25

4．24
3．90

4．22
5．39
5．17
4．41

4．18
4．00
4．50

4．42
4．08
3．95
4．13

4．32
5．38
4．50
6．36
5．72

3．68
6．98
5．48
5．90

4。70
4．28
4．03
3．83
4．32
3．92
3．58

4．02
3．80
4．35
4．68
3．28
5．40

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

Table　A－1（Continued）

血
（PP皿）

　　Cu　　　Pb
（PP皿》　　　　（PP皿｝

　　Zn

（PP皿）

　　Ni

（PP皿）

　　Cr

（PP皿）

Org．C
　　（％）

1400

1100

1340

4800
2070
1200

1120

920

1100

1250

1280

1370

1200

900

810
850

830

1200

1150

1000

1150

920

1040

910

890

4000
1600

1200

1400

1260

1270

1140

1090

1150

1000

1150

1590

1290

1130

800

820
1110

1150

　880
　820
　930
1170

1800

1350

2400
2050
1320

2500
1110

io30

　840
　820
　940
　910
　840
　670
　550
　710
　640
　660
　850
　780
1060

54

43

46

27

47
53

43

56

41

60

63

45

48

29

43

65

75

50

31

44
52

40

54

52

51

52

5Q

43

45

57

49
55

54
45

41

52

203
40

36

30

56

130

62

45

48
50

61

86

42

37
18

13

125

56

50

43

41

73

94

43

33

30

57

49
53

38

22

43

32

35

31

23

28
31

30

30

31

30

29
31

28

26

31

21

20

28

24
30

24
31

23

25

26

23

30

34
36

30

38

38

38

38

41

42

39
41

40

25

44
45

40

32

37
35

32

32

29

23

28
14

27
25

22

25

24

30

29
25

24
22

22

22
21

18

12

17

113

100

100

86

99

103

97

103

102

102

116

105

100

83

109

131

129

123

120

106

104

102

101

103

115

116

114

104
105

1G2

106

106

115

113

114

118

120

103

103

109

114

113

100

104

100

100

100

101

95

87

84
111

95

112

106

105

110

104

104
111

103

105

102

　99
113

119

　73

129

31

30

28

40

31

27
28
35

38

37

42

32

29
13

28
75

84

44

37
36

35

37

41

37

47
64
61

62

103

74

49

40

41

40

40

41

90

44
41

45

41

42

42
40

36

40

40

44
38

47
67
18

50

38

40

37

38

39

36

36

35

30

31

32

61

88

29
58

68

63

61

43

53

58

56

70

60
51

68

70

61

28

60

69

62

70

44
68

55

59

56

57
56

48
61

61

61

61

62

62

64

62
61

63

53

55

60

64

60

53

55

60

56

58

54

47
50

43

43

23

43

55

57

61

68

64

64

62
60

62

57

62

80

45

20

62

0．52

0．47
0．52
0．60

0．48
0．61

0．69
0。84
0．69
0．78
0．91

0．56

0．42
0．30

0．62

2．67
3．58
0．95

0．28
0．39

0．44
0．54
1．84

2．50

3．77
2．96
1．32

0．61

0．56

0．52
0．49

0．44
0．41

0．39
0．39
0．41

0．35

0．36
0．42

0．37
0．40
0．35

0．33
0．31

0．27
0．32
0．26
0．25

0．27
0．24
0．29
0．13

0．36
0。40

0．30
’0．35

0．39
0．37
0．39
0．32
0．36

0．33

0．27
0．24
0．82
1．07

0．33
1．34
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Tota1SBiogenic
　　　（％）Sio2（％）

0．52
0．45
0．45

3．40
0．35

0．37
0．33

0．36

0．62
0．32
0。87
0．58

0．49
0。63

0．22
2．31

5．32
1，37

0．83
0．32
2．92
0．45
1．05

1．02

1．30

3．15
1．14

0．61

0。59

0．27
0．39
0．40

0．36
0．45
0．33

0．37
0．69
0．32
0．38
0．33
0．41

0．60

0．44
0．49
0．45

0．47
0．57
1．00

G．48
1．77

1．07

0．40
1．75

0．34
0．40
0。39
0．29
0．32
0．25

0．28
0．24
0．18
0．51

0．37
1．00

2．92
1．55

3．50

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．6

2．6

2。6

2．5

2．3

2．1

n．d．

3．8

4．8

7．4

7．8

4．3

3．2

2．9

n．d．

2．8

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．9

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3。1

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．4

n。d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．8

n．d．

n．d．

n．虚．

n．d．

3．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．2

n．d．

n．d．

n．α．

n．d．

2．1

1．8

2．6

1．0



Depth
（cm）

533－535

535－537

537－539

539－541

541－543

543－545

545－547

547－549

549－551

551－553

553－555

555－557

557－559

559－561

561－563

563－565

565－567

567－569

569－571

571－573

573－575

575－577

577－579

579－581

581－583

585－585

585－587

587－589

589－591

591－593

593－595

595－597

597－599

599－601

601－603

603－605

605－607

607－609

609－611

611－613

613－615

615－617

617－619

619－621

621－623

623－625

625－627

627－629

629－631

631－633

633－635

635－637

637－639

639－641

641－643

643－645

645－647

647－649

649－651

651－653

653－655

655－657

657－659

659－661

661－663

663－665

665－667

Fe
（％）

5．02
5．33

5．02
5．10
5．03
5．02
5．00
5．12
5．36
5．82
7．50
5．32
5．17
3．48
4．15
4．56
5．01

4．03
3．83
5．11

4．23
4．30
4．00
3．76

4．02
4．91

5．50
5．38
5．21

5．20

5．22
6．33
5．31

・5．93

8．00
4．01
5．70
5．83
5．82
8．78
5．49

4．62
4．26
3．70

4．18
4．21

4．11

4．07
3．98
3．95

3．98
4．51

5．11

5．13
4．98
5．30

4。70
4．17
4．09
4．61
5．18

4．91

4．62
n．d．

4．01

4．22
4．40

地質調査’所月報（1998年第49巻第5号）

Table　A－1（Continue（1）

㎞
（PP皿）

　　Cu

（ppm）

　　Pb

（PP皿1

　　Zn

（PP皿》

　　Ni　　　Cr

（PP狙）　（ppm）

1030

1040

1040

1050

980

940

960

880

870

780

750

890
1090

840
900

910

1180

1020

930

1120

780

690

720

680
750

700
650

710

710
750

750

770

760

670

610

700
700

710

710

620
950

1500

1120

　930
1010

　970
　900
　800
　810
　900
　930
1300

1700

1540

1230

1110

1040

1020

　890
1230

1290

1040

　990
n．d．

　920
　900
　910

43

44
44

42
40

41

35

39

42

42
43
53

53

58

55

53

55

67

43
55

58

　43

54

　54

　66

　48

　51

　45

　45

　44

　44

　42

　43

　45

　45

　44

　55

　59

　56

　45

　57

　42

　46

　38

　36

　62
　51

　52

　47
　43
　　40

　　52

　　25

　　26

　　41

　　48

　　65

　　69

　　43

　　38

　　63

　　38

　　66

n．d．

　　60

　　56

　　47

22
16

24
24
22

24
21

23

23

23

22

23

25

31

30

29

29

29

　31

28

30

　28

　29

　29

　29

　21

　18

　21

　21

　21

　19

　17

　22

　21

　23

　23

　17

　22

　22
　　19

　23

　27

　29

　27

　29

　22

　25

　29

　29

　29
　　29

　　25

　　29

　　27

　　26

　　25

　　27

　　29

　　30

　　29

　　27

　　28

　　29

n．d．

　　29

　　29

　　28

118

120

120

118

116

115

102

106

117

115

113

124

113

110

110

108

112

112

107

104

110

100

102

109

108

119

107

119

118

112

111

113

112

112

120

109

133

133

132

113

112

104

102

100

100

116

102

106

102

101

100

102

　　96

　　99

102

109

130

118

109

104

102

102

108
n．d．

103

103

101

49

48

46

45

40

41

38

41

48
53

59

47
68

43

45

50

54

59

49

54

48

　43

　43

　42

　39

　72

　78

　53

　49

　49

　49

　47

　49

　49

　57

　43

　53

　59

　55

　54

　54

　48

　45

　40

　45

　59

　53

　42

　43

　43
　　42

　　38

　　41

　　44

　　41

　　42

　　50

　　49

　　43

　　43

　　42

　　36

　　42

n．d．

　　39

　　50

　　51

58

66

58

58

58

60

66

56

60

59

56

70

68

75

75

73

67
75

75

67

75

　67

　75

　75

　75

　75

　67

　65

　65

　65

　61

　65

　63

　61

　56

　73

　67

　61

　62

　54

　61

　67

　75

　73

　75

　75

　67
　75
　　75

　　75

　　74

　　67

　　62

　　60

　　61

　　61

　　66

　　68

　　73

　　67

　　66

　　66

　　62

n．d．

　　67

　　72

　　67
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Org　C
　　（％）

1．29

1．10

1．30

1．25

0．91

0．87
0．67
0．85

1．01

1．13

1．10

1．08
1．08

0．50

0．36
0．30

0．28
0．45

0．34
0．32
0．29
0．29
0．25

0。23
0．25

0．64
1『．03

0．96
0．89

0．84
0．80

0．89
0．90
1．03

1．10

1．02
1．41

1．54

1．65

1．43

1．51

0．54
0．66
0．42
0．47
1．73

0．66
0．35

0．34
0．33

0．32
0．32
0．36

0．40

0．47
0．74
1．70

1．24
0．54
0．42

0．74
0．58

0．80
n．d．

0．63
0．46
0．42

Tota1SBiogenic
　　　（％）Sio2（％）

3．30
3．21

3．13
3．39
3．01

3．12
2．67
3．49
3．70
4．56
7．61

2．90
3．04
0．22
0．55
0．95
1．20

0．33
0．25
0．75

0．33
0．35
0．31

0．24
0．31
1．63

3．26
3．36
3．25

3．23
3．20

4．80
3．40
4．11

7．21

1．55

3．40
3．75

3．93

8．18
3．59
1．06

0．64
0．44
0．43
1．31

0．97
0．35

0．41
0．41

0．42
0．60

0．49
0．45

0．43
0．49
0．70
0．40

0．36
0．50

0．39
0．53

0．37
n．d．

0．46
0．46
0．53

n．d．

1．5

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．5

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．7’

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．9

n．d．

n．d．

n．d．

n，．d．

1．O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．2

n．d．

n．d．

n．d，

n．d．

1．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

1．5

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．1

n．d．

n．d．

n．d．

n。d．

2．O

n．d．

n．d．

n5d．
n．d．

2．0



Depth
（c皿）

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

11

13

23

29

31

33

35

37
39

43

49

53

59

63

69

73

75

79

83

85

89

93

95

97

99

101

103

105

107

109

139

141

145

149

151

153

155

157
159

161

163

165

169

173

179

183

189

193

199

203

209
213

Fe
（％）

4．50

4．06
3．51

4．38
4．55
4．51

4．53

4．30
4．31

4．32

4．27
4．30
4．08
3．73

3．68
3．38
3．95

5．02

4．66

3．40
3．02

3．04
3．34
3．04
3．34
3．72

3．53

4．08

4。88
4。40

4．24
3．82

4．60

4．77
4．60
4．50
5．03

4．62
5．28

4．91

6．38
5．40

4．29
4．13
3．50

3．65

3．75

4．40
5。02

3。80
5．06

3．80
5．19
5．05

5．43

5．25

4．88
5．00
5．50

4．90
5．70

6．28

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

　　第A－2表　柱状試料1212の分析結果

　　Table　A－2　Analytical　data　for　core　l212．

㎞
（P皿）

　　Cu　　　　　　Pb　　　　　　Zn　　　　　　Ni

（pp皿）　　　（pp皿）　　　（pp皿）　　　（pp巫）

　　Cr
（PP皿）

9800

5700

1400

　600
1200

4000
4500

4800
5800

6000

4900
5300

7000

6100

28200
51000

14700

20400
14600

8200
　　400

　　400

　　300

　　400

　　550

1250

4100
40100
1000

1430

13600

45500

41200
18200

2「400

1800

1950

1600

1820
1500

3400

2700
　　880

1100

1720

1430

1180

1340

1300

1280

1320

1280

1400

1260

1100

1120

　　900

　　900

　　800

　　770

　　600

　　560

49

55

58

57

47
54

58

60

58

57

56

57

62

36

61

70

38

47
46

56

50

51

47

49
50

49

51

43

54

57

56

52

43

53

54

53

56

54

52

52

37

68

41

66

140

54

47
42

46

31

47
31

46

42
45

41

51

42

47

44

47
43

37

42

47
43

39

35

43

43

43

43

34
35

39

23

23

21

20

28

20

17

20

18

15

15

19

22

21

23

23

25

25

26

25

26

25

26

26

26

25

25

24

24

25

22

33

26

24

23

20

23

22

23

26

21

26

23

26

24

26

26

26

23

103

102

103

105

113

103

103

103

100

99

99

95

92

80

112

129

88

97

96

86

91

106

99

103

96

103

96

98

97

100

105

96

86

97

116

105

97

98

87
86

93

92

105

97

110

106

106

100

115

84
118

84
108

112

115

112

101

110

115

113

107

118

55

51

44
42

39

47
51

49

50

53

52

53

48

42

57

60

43

51

38

20

39

31

39

35

39

42

41

47
50

42

46

45

54

54
56

55

45

42

30

34
53

42

32

43

81

30

29

32

73

31

43

31

46

42

49

42

44
43

55

44
53

56

55

54

58

60

55

60

61

61

61

60

58

63

55

55

49

51

53

47
50

60

55

54

57

56

56

57

56

46

45

51

45

47
40

42

48

45

46

47
45

42
53

53

56

68

88
66

68

69

66

45

65

45

63

60

69

60

65

66

72

70

66

63
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Org．C
　　（％）

0．78
0．95

1．08

0．85

0．67
0．59

0．76

0．70

0．61

0．58
0．45

0．52

0．64
0．38
0．33

0．22
0．50

0．56

0。45
1．31

0．89
1．54

0。74
0。89

0．89
0．83

1．08

2．62

1．68

1．78

2。17
2．77
2．18
1。92

1．74

1．81

1．73

1．39

1．37
1。29

0．36

0。53

0．40
0．56

0．83
0．53

0．45

0．72
1．34

1．30

1．42

0．90
1．55

1．60

1．41

1．25

1．23

1．05

1．06

1．02

0．96
1．21

Total　S
　　　（％）

0．25

0．23

0．20
0．21

0．20

0．19

0．17
0．19

0．21

0．22

0。17
0．18
0．23

0．20

0．18
0．15
0。20

0．23

0．21

0．23
0．95

0。65

0．89
0．83
0．81

1．15
0．92

0．81

0．80

0．48
0．50

0．53

0．67
0。60
0．46

0．52
0．53

0．57

0．54
0．60
0．40

0．23
0．16

0．21

0．20
0．15

0．15
0．35

2．91

2．90

2．61

1．90

2．98
2．92

2．92

3．12
2．75

2．62
3．10

2．04
3．70
5．13
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Table　A－2（Continued）

Depth
（c皿）

Fe
（％）

㎞
（PP皿）

　　Cu
（PP皿）

　　Pb
（PP皿）

　　Zn
（PP皿）

　　Ni

（PP皿）

　　Cr
（PP皿）

Org．C
　　（％）

Total　S
　　　（％）

219

223

229

233

239

243

249

253

259

263

269

279

289

293

299

303

309

313

319

323

329

331

333

339

349
359

369

379

389

399

409

419

429
439

449

459

469

479

489

499
509

517

519

521

529

537

4。12
4．76
5．29

4．90
4．63
4．82
4．32
4．50

6．61
4．50

4．32
4．59
5．61

5。51

4．58
4．62

4．78
5．50

5。92

5．30

5．36

4．76
5．24

4．28
5．24
4．40
4．88
6．49

4。20
4．06

4．19
4．66

4．06

4．70
5．10

4．55

4．82
4．71

5．35

4。08
4。10
3．66

3．83

3．43
3．61

3．55

700

810

600

670

700

760

900

880

1900

840

800

700

4100
1080

1400

6700
1000

2900

1700

1260

1400

1860

1340

1000

1500

1300

1000

1000

1200

900

900

800

700

700

700

700

900

700

1000

700

900

600

500

400

700

1000

47
40

49

60

40

48

47

44
42

54

44
47

37
52

48

42
53

39

48

57

52

68
52

44
41

46

43

39

38

46

47
50

46

37

42
56

40

54

53

48

46

12

46

64
42

46

33

31

26

28

33

26

28

32

26

34

27
25

26

29

33

30

27

30

26

30

26

30

31

25

26

27

26

27

28

31

27

31

29

26

32

29

30

26

28

27

28
15

14

14

16

20

112

101

106

135

112

118

110

110

112

123

99

114

100

110

105

104

118

98

106

123

120

135

107

94

108

105

97

98

96

102

103

109

99

100

102

108

104

110

105

105

90

64
76

68
95

103

49

39

59

46

45

30

41

44
50

44
46

45

50

45

49

33

44
68

59

50

74
61

40

40

44
46

51

49

45

42

41

42

49

37

43

37
45

40

47
38

38

21

18

22

42

37

75

68

72

70

75

68

70

72

68

73

71

76

60

67

76

68

72

56

61

66

60

63

63

60

57

71

68

70

70

73

69

73

69

66

61

72

59

65

51

68

54

53

62

58

57

55

0．64
0．54
0．76

1．64

0．47
0．87
0．54
0．71

0。81
1．15

0．42

0．59

0。94
1．34

0．42

0．68
1．31

0．88
1．26

1．48

1．94

2．35

0．55

0．50

0．96

0．68
0。78
0．39
0．42

0．55

0．36

0．48

0．44
0．35

0．78
1．10

0。94
1．60

1。50

0．95
0．50

0．47
0．35

0．84
0．91

0．92

1．00

0。88
2．18
1．71

0．55

0。34
0．15

0．25

1．07

0．17
0．19
0．15

0．39
0．21

0．13

0．14
0．18
0。39

0．42
0。26

0。43

0．30
0．23

0．12

0．17
0．17
0．17
1。02

0．19

0．11

0．14
0．19
0．35

0．53
1。23

0．43

0．42
0．20

0．54
0．24
0．13

0．14
0．13

0．31

1．00

0．81

一226一



Depth
（c皿）

　0

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

11

13

15

17

19

21

23

25

27
29
31

33

35

37

39

41

43

45

47
49
51

53

55

57
59
61

63

65

67

69
71

73

75

77

79
81

83

85

87
89
91

93

95

97

99

101

103

105

107

109

139
141

143

145

147

149
151

153

Org．　C　Total　S

　　　（％）　　（％）

0．78
0．95
1．08

0．85

0．67
0．59
0．76
0．70
0．61

0．58

0．45
0．52

0．64
0．62
0．70
0．66

0．64
0．63
0．52

0．38
0．33

0．22
0。50
0．56

0．45
0．95
1．31

1．15

1．44
0．89
1．37
1．54
1．34

0．88

0．74
0．94
0．89
0．88
0．90

0．89

0．94
0．83
1．08

1．52

2．62
2。23
1。68

1．78

1．89

2．17
1．72

2．77
2．18
1．92
1．74
1．81

1。73

1。39

1．37
1．29
（｝．36

0．53
0．56

0．40
0．40
0．56

0．83
，0．53

0．25

0．23
0．20
0．21

0．20

0．19

0．17
0．19
0．21

0．22

0．17
0．18
0．23
0．19
0．21

0．21

0．23
0．21

0．21

0．20
0．18
0．15

0．20
0．23
0．21

0．23
0．23
0．44
0．37
0．95

0．59

0．65

0．54
0．87
0．89
0．81

0．83
0．80

0．80
0．81

0．83
1．15

0．92
0．97
0．81

0．62
0。80

0．48
0．51

0．50

0．47
0．53

0．67
0．60
0．46
0．52
0．53

0．57
0．54
0．60

0．40
0．23

0．19
0．16

0．18
0．21

0．20
0．15

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

Table A－2（Continued）

Depth
（c皿）

Org　CTotalS
　　　（％）　　（％）

Depth
（c皿）

Org．C
　　　（％）

Total　S
　　　（％）

155

157

159

161

163

165

167

169

171

173

175

177

179

181

183

184

185

187

189

191

193

195

197

199

201

203
205

207
209
211

213

215

217
219
221

223
225

227
229
231

233
235

237
239
241

243

245

247
249
251

253

255

257
259
261

263

265

267
269
271

273
275

277
279
281

283
285

287

0．45

0．72
1。34

0．30
1．42

0．90
1．76

1．55

1．48

1．60

1．14
1．72

1．41

1．62

1．25

1．21

0．95

1．44
1．23

1．14
1．05

1．10

1．10

1．06

1．25

1．02

1．21

1．05

0．96
1．05

1．21

1．25

1．60

0．64
0．62
0．54
0．45

0．37
0．76

1．14

1．64

1。48

1．55

0。47
0．52

0．87
1．96

0．77
0．54

0．57
0．71
1．21

2．10
0．81

1．32

1．15

1．60

0．48
0．42

0．39
0．56

0．74
1．55

0．59

0．97
1．40

0．74
0．58

0．15
0．35

2．91

2．90

2。61
1．90

3．31

2．98
2．88

2．92
2．01
2．83

2．92
2．90

3．12
3．10

2．38
3．03
2．75
3．10

2．62
3．00

3．19
3．10

3．25
2．04
1．42

2．51

3．70

3．88
5．13

1．98

2．09
1．00

0．51

0．88
0．49
0。60

2．18
2．20
1．71

4．60
1．03

0．55
1．95

0．34
0．25

0．19
0．15

0．27
0．25

0．19
0．33
1．07

0．18
0．17
0．27
0．19
0．19

0．19

0．89
0．19
0．41

0．15

0．34
0．33
0．36

2．31

289
291

293

295

297
299
301

303

305

307
309
311

313

315

317

・319

321

323

325

327
329

331

333

335

337
339

341

343

345

347
349
351

353

355

357

359

361

363

365

367
369

371

373

375

377
379

381

383

385

387

389
391

393

395

397
399
401

403

405

407
409
411

413

415

417
419
421

423

0．94
1．23

1．34

2．54
1．09

0．42
0．58

0．68
1．23

1．01

1．31

1．15

0．88
1．16

1．36

1．26

1．45

1．48

1．27
1．50

1．94

2．35
0．55

0．48
0．57
0．50

0．69
0．57
1．05

1．03

0．96
1．43

0．73

0．61
1．15

0．68
0．95

0．48
0．50

0．61

0．78
0．90
0．58

0．39
0．42
0．39

0．68
1．39

0．61

0．52

0．42
0．56

0．65

0．67

0．48
0．55

0．44
0．36
0．32

0．42

0．36

0．39
0．58

0．44
0．42

0．48
0．88
1．76

0．39
0．27
0．21

0。41

0．29
0．13
0。13

0．14
0．69
0．30

0．18

0．28
0．39
0．36

0．32

0．42

0。27
0．26
0．37
0．25

0．43

0．30

0．23
0．36

0．14
0．12

0．14
0．14
0．40

0．17
0．17
0．26
0．21

0．18
0．19

0．17

0．28
0．15
0．15

0．12

0．17
0．18
0．12
0．11

0．11

1．02

0．20
0．21

0．14
0．16

0．19
0．45

0．12

0．18
0．28
0．11

0．15

0．13

0．22
0．62

0．14
0．27
0．11

0．14
0．17
0．19
0．51

1．56

一227一

Depth
（c皿）

419
421

423

425

427
429
431

433
435

4、37

439
441

443
445

447
449
451

453

455

457
459
461

463
465

467
469
471

473
475

477
479
481

483
485

487
489
491

493
495

497
499
501

503

505

507
509
511

513

515

517
519
521

523

525

527
529
531

533

535

537

Org．C
　　　（％）

0．48
0．88
1．76

2．16
1．99

0．44
0．38
0．50
0．66
0．44
0．35
1．43

2．38
3．14
1．66

0．78
0．61

0．44
0．45

0．73
0．51

1．10

0．57
0．72
1．57

0．94
1．12

1．31

1．24
1．33

1．60

1．38

1。38

1．38

1．26

1．50

1．52

1．52

1．84

2．20
0．95
1．53

0．85
0．75

0．76
0．50

0．40
0．50
0．43．

0．47
0．35

0．84
0．98
0．73

0．86
0．91

0．79

0．90
1．05

0．92

Total　S
　　　　（％）

0．19
0．51

1．56

4．21

2．38
0．35

0．23
0．47
0．36

0．45
0．53

0．58

0．86
2．76
1．50

1．23

0．25

0．14
0．15

0．18
2．58

0．43
0．42
0．18
1．37
0．42

0．47
0．35
0．45
0。33

0．20
0．48
G．45

0．98
2．61

0．54
0．95

2．30
0．58

0．48
0．24
2．00
0．27
0．26
0．15

0．13
0．11

0．11

0．13

0．14
0．13
0．31

0．90
1．18

0．97
1．00

2．20
1．59

0．63
0．81



1）epth

（cm）

1
3
5
7
9

17

19

21

23

25

27
29
31

33
35

37

39
41

43

45

47
49
51

53

55

57
59

61

63

65

67
69
71

73

75

77
79

81

83

85

87

89
9王

93

95

97

99

101

103

105

107

109

111

113

115

117
119

121

123

125

127

129
131

133

135

Fe
（％）

3．83
3．80

4．48
3．70
3．53

4．12
4．98
4．40
3．39
5．06

6．10

4．50
4．21

3．76

3．86
4．34
4．40
4．89
5．41

6．18
4．64
4．34
4．63
4．34
3．87
3．80
3．87
3．70
4．00
3．82
4．00
4．04
4．09
4．07
4．18
4．12
3．98
4．01

3．98
3．85

4．18
4．08
4．03
4．13
4．06
3．82
3．60
3．65

3．63
3．52

4．29
4．70
4．28
4．01

3．88
3．90

4．00
4．18
4．81
5．30

4．52
4。07
4．20
4．63
5．12

血
（皿）

10800

20500
14900
　　820

　　810

　　890

1030
　　900

　　720

　　960

1160
　　830

　　790

　　700

　　720

　　790

　　820

　　900

1000

　1090
　　910

　　840

　　790

　　690

　　640

　　610

　　620

　　610

　　650

　　650

　　620

　　630

　　640

　　650

　　650

　　600

　　590

　　600

　　600

　　670

　　600

　　610

　　620

　　590

　　560

　　560

　　540

　　530

　　530

　　510

　　560

　　660

　　590

　　580

　　580

　　580

　　610

　　650

　　740

　　760

　　640

　　640

　　680

　　690

　　700
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第A－3表

Table　A－3

柱状試料1217の分析結果

Analytical　data　for　core 1217．

（

Cu

m）　（

Pb
m）

Zn

m〉　（

Ni　　　　　　Cr・　　　　Org．C　　　Total　S

m）　（m）　　（％）　　（％）
32

33

33

36

33

43

38

38

45

40

44

48

58

51

46

57

66

57
55

38

60

54

44

47
45

47
47
46

46

43

45

45

46

43

40

42

42

43

43

43

43

43

44

44
42
45

48

48

46

44
41

44
45

47
43

47
46

48

54

59

50

54
53

47
43

33

27
31

31

32

31

30

30

31

28

27

26

27
27
25

29
25

25

26

24
25

25

26

27
28

29

34

28

30

30

30

29

30

29

25

27

27
28

24

24
23

24
25

25

26

25

25

24

24
23

25

25

26

26

26

26

25

24
21

18

21

23

23

23

23

97

98

100

118

120

118

114

113

118

101

96

96

102

102

99

104

99

94

92

93

97

100

110

106

104

110

130

110

111

108

111

109

106

107

98

109

107

107

105

102

107

107

108

108

104

108

109

110

108

103

　92

103

111

111

100

106

100

101

　99

　95

110

110

102

103

　88

30

36

36

31

31

34
35

36

36

43

43

43

48
59

56

60

69

85

66

45

57

57

54

36

35

48

43

43

44
49

47
49

50

43

42

40

39

39

37

39

44
36

35

36

33

32

32

35

32

31

41

41

40

42

46

47
45

43

43

48
35

47
57
51

37

42

47
46

42
41

50

54
53

54

67

76

75

87

80

74

97

105

136

118

77
101

92

77
65

60

66

68

65

69

65

69
65

62

67
70

55

54

58

57

74
65

55

59

58

60

60

60

59

58

59

56

62

63

66

60

66

66

65

71

75

66

67

74
65

60

0．55

0．75

0．87
0．90
0．78
0．91

0．81

1．02

1．21

0．78
0．81

1．07

1．13

1．25

1．29

1．23

1．20

0．86

0．88
0．51

1．00

0．98
1．20

1．16

1．22

1．22

1．20

1．12

1．08

1．08
1．11

1．19

1．16

1．20

1．09

1．36

1．31

1。34
1．39

1．24

1．33

1．44
1．37

1．49
1．53

1．63

1．93

2．18
2．50
2．76

4．26
2．15
1．40

1．19

1．15

1．24
1．02

0．81

0．70

0．49
0．85

1．18
1．18

1．06

0．67

0．18
0．17
0。17
0．15

0．14
0．16

0．17
0．15

0．16
0．15

0．27
0．27
0．26
0．42
0．36

0．42
0．40
0．31

0．26
0．20
0．25

0．30
0．43
0．46
0．43
0．51

0．53

0．52
0．53

0．52
0．55
0．59
0．65

0．50

0．60

0．67
0．44
0．47
0．45

0．28
0．55

0．47
0．46

0．36

0．36

0．23

0．27
0．66

0．67
0．67
1．91

1．42

0．49
0．36

0．26

0．39
0．40

0．38
0．40

0．27
0．38

0．43
0．43
0．58
0．71

一228一

Bio　Sio2
　　　（％）

6．2

n．d．

n．d．

n．d．

6．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

6。6

n．d．

n．d．

n．d．

8．8

8．5

7．7

n．d．

n．d．

n．d．

5．6

n．d．

6．O

n．d．

n．d．

6．9

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

7．O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

6．2

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．4

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．6

n．α．

n．d．

n．d．

4．5

3．9

4．0

4．O

n．d．

n．d．

4．7

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．8

n。d．

n．d．

n．d．

7．5

6．3



麟

Depth
（cm）

137

139
141

143

145

147

149

151

153

155

157

159

161

163

165

167
169

171

173
175

177

179
181

183

185

187

189

191

193

195

197

199

201

203
205

207
209
211

213
215

217
219
221

223
225

227
229
231

233
235

237
239
241

243
245

247
249
251

253

255

257
259
261

263
265

267
269

Fe
（％）

4．13
3．92
3．86
3．92
4．53

4．17
4．28
4．35

4．30
4．13

4．82
4．21
4．21

4．28
4．32
4．24
4．88
4．50

4．47
4．23
4．20
4．16
4．21
4．21

4．20
4．50
4．51

3．93

3．82
4．70

4．69
4．22
4．21

4．36
4．64
4．37
4．82
4．14
4．00

4．29
4．48
4．36
4。28
4．00
4。21

3．89
5．01

4．20
4．23
4．54
4．23

4．20
4．21

6．37
4．73
4．22
4．40
4．40
4．41

4．56

4．49
4．31

5．68
5．43

4。72
4．85
4．81

伽
（皿）

590

620

640

690

680

700

780
760
750

710

830

730
750

820

770

710

840

810

790

650

620

590

580

570

590

730
790

540

570

660

750

560

530

650

680

640
950

490
480

460

460
490
500

510

490
510

510

510

490
450
450
510

470
790

460

470
530

510

490
440
460

470
450
470
480

690
610

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

Table　A－3（Continued）

　　Cu　　　Pb

（m）　（m）

　　Zn　　　　Ni

（m）　（皿）
　　Cr　　Org．C　TotalS

（m）　　（％）　　（％）
47
43

40

41

39

42

49

43

43

37
45

40

39

37

43

40

60

66

49

37

38

38

38

39

41

47

47
41

45

63

56

40

39

55

52

53

67
40

39

39

44
45

46

41

45

39

35

39

44
41

45

40

46

71

38

46

44
40

39

41

44

37
35

41

38

44
49

25

23

23

23

16

21

21

22
23

25

22

22

22

20

17

21

20

20
21

26

24
23

23

24
19

22
21

26

23

26

22

25

24
21

20

23

20

27
25

28

28

28

27
31

26

31

27

29

28

27
29

29

30

21

24

30

31

34

30

26

28

32

31

31

24
23

23

100

100

93

93

92

93

98

98

96

91

91

94

89

82

93

97
90

82

97

93

98

98

99

100

95

90

83
101

93

87
85

98

99

86

94
91

89

101

101

103

105

110

113

105

118

107

100

102

104

108

107

107

111

87
106

107

107

110

112

104

112

110

110

110

105

　95
105

46

45

43

40

38

39

39

39

40

38

42

37
39

31

40

39

47
37
41

39

37
38

38

38

39

47
58

38

38

48
59

39

37

40

48

32

43

39

39

41

39

36

37
36

43

38

37

38

44
45

40

35

39

49
36

40

36

34
40

37

32

32

36

36

38

50

49

65
65

61

61

56

62

61

61

62

53

72

59

60

50

64
61

75

49
71

58

60

60

61

63

64

77
95

62

58

78

99

63

60

63

78

58

62

64
61

58

62

62

63

62

65

61

55

63

66

60

63

65

67

87
65

67

62

62

62

61

62

62

60

60

57
85

85

0．84
1．21

1．50

1．12

1．55

1．64
1．62

1．61

1．51

1．83

1．43

1．17
1．93

1。13

1．64

1．80

0．90

0．97
1．04

1．54

1．58

1．58

1．55

1．95

1．62

1．20

1．03

1．83

2．00
1。10

0．61

1．13

1．65

1．15

0．87
0．94
0．40
1．20

1．57

1．34
1．75

1．76

1．78

0．84
0．81

0．56

0．42
0．72
1。37
1．75

1．81

1．98

1．58

0．74
0．67
1．64
1．11

0．88
0．86
1．60

1．39

0．78
0．63
1．20

1．30

1．14
1．65

1．01

0．99
1．36

1．58

2．30
1．81

1．80

1．69
1．71

1．66

2．15
1．＄2

1．77

1．72

1．88

1．79

1．99

1．80

1．85

1．81

1．82

1．78

1．73

1．70

1．66

1．52
1．35

1。48

1．36

1．48

1．48

1．68

1．76

1．48

1．48

1．48

2．14
1．49

1．53

1．63

2．00
1．42

1．01

0．18
2．28
0．38
1．63

0．21

1．33

1．70

1．50

0．61

0．37
2．12
0．12

0．27
0．20

0．17
0．22
0．24
0．18

0．17
1．56

0．46

0．14
0．28
0．31

一229一

Bio．Sio2
　　（％）

6．7

n．d．

n．d．

n．d．

4．9

n．d．

n。d．

n．d．

n．d．

5．2

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．9

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．91

n．d“

n：．d．

n．d．

n．d．

2．8

n。d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．5

n．d．

n．d．

2．9

n．d．

3．6

n．d．

n．d．

2．7

n．d．

2．O

n．d．

2．2

n．d．

n．d．

31
n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．9

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．7

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

2．7

n．d．

n．d．
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Table　A－3（Continue（1）

Depth
（c皿）

Fe
（％）

血

（m） （

Cu　　　Pb
m）　（皿）

　　Zn

（m）　（
Ni　　　Cr

m）　（m）

Org．C　TotalS
（％）　　　（％）

Bio．Sio2
　　　（％）

271
273

275

277
279
281

283
285

287
289
291

293

295

297
299
301

303

305

307
309
311

313

315

317
319
321

323
325

327
329
331

333
335

337

4．18
4．63
4．67
4．46
5．62
5．13
5．20

4．22
4．58

4．70
4．61

4．40

4．68
4．89
4．88
4．36

4．49
5．06

4．72
5．02
4．71
5．10

4．21

4．06
4．72
4．38
4．07
5．22
4．40
4．61

4．42
4，38
4．70
4．40

490
500

610

500

480
520

940

490

420

430

440

430

410
450

390

430

430

390

410

680
450

780

430
520

720

510

490
350

390
410

390

390

370
390

45

45

42

42

44
53

61

39

38

50

44
40

37

37
45

43

38

40

43

37

44
51

46

43

42
40

37
41

40

43

43

42
40

44

31

33

25

32

31

29
19

22

30

29

25

28
31

25

26

31

29

26

29

22

29

22

27
30

23

30

30

23

31

32

32

31

26

30

113

108

91

105

101

99

81

99

108

U2
102

103

105

111

108

108

107

108

107
91

107

91

108

107

90

101

102

108

107

111

107

108

104

107

34
43

48
45

38

34
45

33

34

37
31

29

33

36

37

36

33

38

34

40

33

62

45

46

47
39

39

38

33

38

32

32

32

31

65

67
65

65

60

69

100

58

60

61

62

61

63

62
61

63

62

64
59

63

60

97

67

70

86

61

62

62

62

62

54

53

57

53

1．15

0．81

0．39

0．47
0．58
0．98
0．55
0．88
1．16

2．01

2．01

1．04

0．68
1．00

2．28
1．10

0．77
1．35

1．59

1．07

2．16
1．25

1．97

0．61

0．31

0．47
0．46
1．76

1．28

1．59

1．77

2．00
2．10
1．86

0．19
0．35

0．15

0．16
0．81

0．28

0．49
0．19
0．16

0．31

0．42
0．24
0．21

0．27
0．50

0．20

0．18
0．42
0．25

0．96

0．44
0．51

0．41

0．17
0．24
0．20

0．19
0．89
0．21

0．21

0．23

0．28
0．30
0．24

n．d．

n．d．

2．9

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．1

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．3

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．6

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

3．8

n．d．

n．d．

2．1

n．d．

3．O

n．d．

n．d．

n．d．

n．d．

4．4

n．d．

一230一



．Depth

（c皿）

　1

　5

10

20

40

60

80

100

110

120

130

134

136

138

140

142
144．、5

148．5

153．5

156．5

157．5

158．5・

159．5

163．5

167．5

170

172

174

180

190

200
210

220

230

240

250

260

270
280

300

320

340

360

380

400

420
440
460

Fe
（％）

3．79

3．62
3．46

3．98
3．50
3．35

3．33
3．76

4．37
4．60
6．48
5．39

4．50

4．62
4．35

4。21

4．36

4．09

4．10
4．39
4．40
4．60
4．50

4戸40

4．38
4．22
4．81

4．40
4．00
4．43

4。47
4．82
4．56

4．69

4．90
5．25

4．40
4．83
4．51

4．79
5．26

4．52

4．32
4．39

4．28
4．07
3．83
4．70

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

　　第A－4表　柱状試料25の分析結果

　　Table　A－4　Analytical　data　for　core25．

血
（ppm）

　　Cu　　　Pb　　　Zn
（PP皿）　　　（PP皿）　　　（ppm）

　　Ni

（ppm）

9700

17400

1070

4100
1300

1300

1000
　　870

　　950

　　730

1970

1200
　　910

　　890

　　850

1470

2100

2400
1350

1400

1300

1320

1300

1300
　　760

　　850

　　830

　　690

　　610

　　590

　　810

　　890

　　410

　　850

　　610

　　710

1070

1060
　　710

　　710

　　800

3200

2160
　　720

　1030

　1030

　1040
　　620

45

49

50

51

52

50

50

51

45

43

41

39

40

46

67

62

60

56

53

52

62

68

66

53

50

55

57

36

31

34
41

40

38

42

41

53

37

62

59

43

49

39

40

36

47

40

42

43

40

43

42

43

34

38

32

30

30

30

27

24
28

26

26

29

33

33

31

28

28

28

29

31

26

26

23

24
22

22

22

22

19

32

21

33

30

33

32

32

27

28

28

30

30

29

30

31

104

102

110

104

103

110

112

115

111

106

100

100

100

115

122

118

112

102

106

113

116

116

111

102

96

102

94

85

81

88

105

101

97

127

93

136

111

122

129

110

129

110

109

107

109

122

110

111

51

44
43
59

51

51

47
49

55

45

34

34

38

45

59

76

72

57

44
48
46

49
50

42

36

40

55

35

30

30

42

39

37
50

36

55

48

54

47

42
58

51

49
45

41

63

42

43

一231一

　　Cr
（PP皿）

62

62

64
69

59

63

67
65

59

70

56

57

59

60

72

68
72

61

61

63

59

59

60

64

64
70

65

59

55

58

67
61

74
74
75

75

83

79

90

83

74
76

78

79

76

76

76

70

Org．　C　　Total　S

　　　（％）　　（％）

1．18

1。36

1．22

1。04

1．04

0。88
1．00

1．83

1。50

1．78
1．50

1。42

1．62

2．80
3．75
1．70

1。43

0．69

0．92
0．36

0．37
0．36

0．34
0．57
0．47
0．57
1。33

0．98
1．00

0。74
1．08

1。43

0．80

0．74
0．98
1．45

0．82
1．80

1．48

0．45
1．25

0．58

0．59

0．38
0．50
0．56

0．45
1．25

0．27
0．25

0．22
0．22

0．22
0．27
0．37
0．51

0。58
0．50
1．55

0．95

0．45

0．45

0．46

0．36

0．40

0。39

0。27
0．24
0。26

0．26

0．25

0．25

0．22

0．20

2．28
2．86

2．76

2．46

2．48
3．50

2．30
1．47

1。97
1．50

0．36

0．52

0．30

0．30

0．48
0．25

0．21

0．23
0．29
0．54

0．29

0．44



Depth
（c皿）

　1

　7

15

30

45
53

60

65

68

74

75．5
77

79

85

91

94

96

98

101

106

111

115

117

119

121

123

125

131

136

141

146

151

154

156

160

164

166

167

169

177

181

185

187

191

196

201

203
205

209

213

217
221

226

230

233

236

241

246

253

257

Fe
（％）

4．12
3．61

3．73
3。60
5．53

4．00
3．95

4．67
4．52

3．88
3．91

4。83

4．10
4．71

4．48
4．80
4。16

4．45
2．90
4．25
4．75
4．70
4．70

4。72
4．78
4。96

4．78
5。01

5．25

4．80
5．73

5．19

3．82
4．00
4．50
4．09
4．08
4．38
4．26
5．50

5．80

4．78
5．03
5．03

3．91

4．60
5．80
5．11

4．02
4．46
4．86
5。81

4．42
5．16

5．17

4。40
6．30

4。85
5．96

4．56
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第A－5表　柱状試料26の分析結果

Table　A－5　Analytical　data　for　core26．

血
（ppm）

　　Cu　　　Pb
（P皿）　　　（PP皿）

　　Zn
（PP皿）

　　Ni

（PP皿）

1370

4800
5200

7100
820

450

470
450

410

430

490
450

370

390

390

380

500

480
610

610

990

670

1700

660

790

790

660

770
580

540

450

520

600

610

700

2100
2050

　590
520

310

　540
　540
　600
　510
　610
1950

4000
1180

　630
　530
　810
1160

　570
　650
　730
　650
　680
　840
　680
　730

46

46

50

49

40

54

46

41

71

52

56

62

56

50

44
50

70

69

41

56

42

31

49

36

36

32

32

37

38

33

36

50

32

29

38
51

49

28

35

54

50

39

48

26

35

43

55

36

39

37
43

61

45

39

69

41

34
52

52

69

30

33

34

34

42

32

28

23

31

38

33

33

33

33

33

31

29

36

31

31

27
26

26

25

26

26

25

25

26

26

26

31

34
36

41

39

30

29

26

26

31

29

29

32

35

35

32

32

33

37

33

32

27

32

32

37
29

32

29

30

109

108

112

109

99

102

99

89

109

110

118

117

110

100

97

101

132

120

81

117

102

112

112

112

107

103

100

105

108

97

117

128

110

112

114

128

121

111

104

90

160

113

111

104

122

122

123

104

111

123

111

113

111

110

135

116

108

131

142

155

48
56

52

50

40

44
37
36

44

44
52

80

72

60

48

45

86

76

36

43

48
45

75

54

45

37

37

46

46

44
51

47

40

34

43

53

47

43

43

35

74
43

44
31

43

53

55

42

43

63

50

50

49

50

68

53

49

56

83

61

一232一

　　Cr
（PP皿）

70

69
71

70

63

58

66

60

66

67
66

66

66

62

62

63

71

74

44
66

70

71

72

58

58

57

58

63

66

68

68

72

56

56

59

76

76

63

67

69

80

77

77
56

58

72

73

66

66

67

74

79

81

66

76

80

61

76

65

63

Org．C　Tota1S
　　　（％）　　（％）

1。32

1．03

0．88

0。77
0．93

0．50

0．80
0．75

1．14

1．33

1．65

2．68
2．52
1。76

1．43

1．30

3．56

1．52

0．92

0．31

0。40
0．75

1．30

1。86

2．18
1。76

1．36

1．65

1．21

0．87
0。70
1．04

0．32

0。32
0．32
0．33

0．60

0．14
0．31

1．24

1。38

0．62

0。88
0．15
0．56

0．72
1．40

0．42

0．54
0．63

0．44
1．14

0．70
0．60

2．27
0．47
0．32
0．97
1．48

2．30

0．52

0．30
0．25

0．24
0。26

0．22

0．24
0．29

0．23
0．26

0．24
0．50

0．43
0．59

0．50
0．56

0。42
0．46

0．28
0．36

0．31

0．35
1．43

3．13
2．39
1．88

3．51

2．54
2。53

2．98
3．19

1．24

0。65

1．02

1．12

0．46

0．71

0。45

0．57
1．99

1。13

0。42

0。40

0。60

0。31

0。38
0。96

0。30

0。28
0．64
0．29

0。34
0．25

0．48
0。’38

0．17
0．32

0．26

0．77
0．28

醐



Dep七h
（c皿）

262

266

270
275

281

286

291

296

301

306

311

316

321

326

331

334
336

341

346

350

352

354
356

361

366

371

375

381

386

391

396

401

406
411

416

421

426
431

436

439
441

446
451

456

461

466

471

475

478
480

Fe
（％）

5．68
5．00

5．10

4。53
4．01

4。10
5。10

4。02

4．38
4．21

4．33

4．30
4．72
3．62
4．12

4．12
4。40
4．30
3．81
5．35

5．29

3．53
5．00

4．48
4．59

6．02
5．10

4。55

4．20
6．25

4。57
5．10
5．91

5．10

4．03

4．12

3．75

4．30
5．20

4．60
4．62
6．30

4。22
4．40

4．48
3．86

4。81
5．35

4．40
1．52
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Table　A－5（Continued）

㎞
（PP皿）

　　Cu
（PP皿）

　　Pb

（PP皿）

　　Zn
（PP皿）

　　Ni

（PP皿）

1200
880

710

610

620

2650

820

610

1150

2000

850

740

670

560

550

1140

2120
1090

850

540

530

460

420
520

570

410

330
510

760

680－
540

440
360

480

670
560

640

640
520

500

920

410

600

770

790
500

560

　570
　520
　750

54

47
39

49

35

42

32

35

49

41

43

41

40

31

38

34

39

44
32

30

79

24
52

34
39

38

80

34
39

52

46

50

49

60

65

32

28

44
51

88

79

46

46

50

45

45

43

50

64
11

30

31

32

33

32

31

30

29

30

30

33

31

31

32

36

33

34
30

23

25

30

24

26

26

33

44
33

24
29

33

32

24

24
28

34
26

24

33

34
26

57

30

35

37
35

36

33

34

34

27

97
116

111

123

118

115

99

119

111

110

111

102

103

109

126

110

111

103

94

113

100

85

87
112

137

97

89

105

100

103

112

107

89

111

178

112

75

94

104

126

228
85

116

119

107

108

99

106

117
65

55

51

55

53

45

49

43

45

57

48

46

46

43

31

39

35

36

46

52

45

40

29

31

48

63

33

33

44
46

40

40

41

32

39

67
31

18

40

41

61

162

31

60

67

48

40

44
53

52

　　2
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　　Cr
（PP皿）

59

63

69

76

54

74
65

60

71

79

73

72

69

52

54

57

58

70

75

70

74
48

58

67
75

69

60

69

67

64

69

62

66

66

72

54

29

59

67

74
80

61

61

69

61

67
53

60

68
　6

Org．　C　　Total　S

　　　（％）　　（％）

0。57

0．70
0．62

0．64
0．57
0。70

0。38

0。64
0．65

0．48
0．38

0。40
0．50

0。49

0．64
0．26

0。47

0。44
0．45

0．27
1．90

0。68
1。68

0。26

0．34
0．83
3．40

0．32

0．37
0．93
0．91

1．25

1。45

2．26

2．00

0。43

0．24
0．96

0．87
3．63

3。90
1．01

0。88
0。81

0．67
0。52
0。56

1。01

1．24

0．04

0．28
0．30
0．22

0．20
0。26

0。32

0。30

0．30

0．29
0。26

0。19

0．21

0。22
0。22
0．31

0．33
0。55

0．25

0．36
0。95

0．95
1。09

2．50

0。77
0．84
1．82

2。11

1．14

0。39

1．18

0．53

0．93

0．98
0。61

0．46
0．43

0。32
0．33

0。40
1．03

0．88

0．82

0．42
0．41

0。30
0．25

0。48
0．32
0．25

0．08
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第A－6表　柱状試料32の分析結果

Table　A－6　Analytical　data　for　core32．

Depth
（c皿）

Fe
（％）

　　血

（ppm）

　　Cu　　　Pb
（P皿）　（m）

　　　Zn

（PP皿）

　　Ni

（ppm）

　　Cr
（ppm）

Org．C　TotalS
　　　（％）　　（％）

　0

　5

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

105

107

109

111

120

130

140

150

160

170

180

182

184
190

200

210

220

230

240
250

260

270

3．60
3．36

3。58
3．52

3。60
3。62

3．77
3．90
3．77
3。78
3．81

4．03

4。04
4．09

4．08
3．90
3．85

3．92

3．92
3。92

4．09
3．82

4．20
3．86

3．69
3．76

3．68

3。67
3．15

3．30

4．63
3．66

4．81

4．98

720

450
400

400

370

420

400

400

420

440

440
420

420

460

420
450

420

470

470

460
450

450

660
500

580

570

440

440

370

400

420
450
560

460

28

30

28

28

28

28

28

29

29

28

26

29

29

28

29

29

28

28

28

29

29

35

35

36

34
35

36

39

35

35

39

34
32

35

41

36

33

30

28

28

27

27

28

28

27

25

24

25

24
26

27

27

27

28

23

24

22

23

21

20

26

24

21

23

26

25

25

26

108

106

100

98

94

96

96

97

101

104

100

104

104

99

100

104

101

104

106

106

112

95

105

100

98

87
106

104

94

100

114

115

115

118

35

36

36

36

37
36

37

37

37

37
35

35

36

35

35

34

34

35

41

34
29

26

47
35

34

28

30

31

25

28

30

31

28

28

58

58

55

55

56

57

61

64

64
65

61

67

70

67

67
67
65

63

61

56

52

53

57

61

52

57

53

55

50

53

60

55

42
50

1．19

1．67
1。65

1。65

1．72

1．59

1。50

1．41

1。50

1．49

1．50

1．83

2．01

2．18
1．82

1．58

1。32

1．30

1．27
1．26

0．97

0．94
0．96

0．87
0．90
0。81

1。04

0．97
0．96

1．27

0．78
0。64
0．46

0．76

0．35

0。35

0．49

0．47
0。67
0．59

0．58
0．57
0．60

0。67
0。68
1。01

1．06

0．93

0．83
0．66

0．58
0．59

0．64
0．65

0．63
1．06

1．55

1．31

1．36

1．71

0．76

0．79

2．58
1．84

1．69

0．52
1．81

1．70

一234一



Dep七h

（c皿）

0
10

20

30

40

50

60

70

80

90

92

94

96

100

110

120

130

133

135

137

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

280

290

300

310

320

330

340

350

360

370
380

390

400

410

420
430

Fe
（％）

4．26

2．91

2．98
3．43
3．50

3．75

3．80

3．82

4．10
3．98
3．23

3．40

5．00

4．11

4．92
4．45

4。24
4．12

4．70
4．38
4．09
4．40

4．90
4．29

3．83
4．46
4．52
4．55

4．69
5。47
5．68
5．62

5．37
5．64

6．14
5．80
5．50

6．35

4．68
4．92
4．95
4。96

5．34
5．80
5．65

5．69

5．72

5．42

5．50

4．90

　　血

（PP皿）

8100

430
330

380
450

420

370

450

460
430

560

430
860

740

3300

910

730
660

580

680

840

810

880

610
580

500

1200

1500

520

1100

550

600

480
550

500

510

550

450
530

480

480
550

550

510

570

490
570

590

510

650

日本海東部の海底堆積物の元素濃度（寺島ほか）

　　第A－7表　柱状試料731の分析結果

　　Table　A－7　Analytical　data　for　core731．

　　Cu　　　　　　Pb　　　　　　Zn　　　　　　Ni　　　　　　Cr　　　Org．　C　　Total　S　　Bio。　SiO2

（PP皿）　（PP皿〉　（PP皿）　（PP皿）　（PP皿）　（％）　（％）　　（％）

42
51

43

43

42

47

48

49

48
50

48

40

46

48
45

47
39

35

50

41

40

42

42

43

47
45

44
41

42

44
39

40

46

38

41

40

39

42

39

42

43

44
41

42

44

43

41

39

40

42

41

40

36

34

32

37

34
30

29

28

29

28

27

32

28

28

27

28

26

27

26

26

24
25

26

28

35

36

30

29

33

34
31

32

30

30

31

24
35

31

29

28

30

30

30

33

32

32

34
35

97

110

103

104

103

109

100

101

103

110

100

92

97

123

112

119

103

101

110

101

95

105

93

99

97

104

113

105

102

103

107

101

110

99

105

101

99

98

105

107

102

101

104

98

108

108

105

105

106

109

51

48

48
50

49

49

38

39

38

38

35

34

47
57

70

51

39

41

75

51

49

43

39

41

39

41

45

41

50

38

40

41

40

38

38

39

40

38

40

40

39

40

43

41

42

46

47
42

44
49

60

63

62
59

59

63

63

64
66

68

67
65

67

74

67
65

66

69

64

64
61

65
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